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ペ
ル
ー
へ
の
派
遣
を
前
に
、 

　
　
力
強
く
抱
負
を
語
る
谷
美
沙
子
さ
ん 

……………………………………………………………………………………… 

左・「子育て応援ハンドブック（キッズナビ）」（A4版・32ページ） 左・「子育て応援ハンドブック（キッズナビ）」（A4版・32ページ） 
右・「病院に行く前に（よくある子どもの症状）」（A4版・10ページ） 

市役所で第一回京丹後市子ども未来まちづくり審議会を開催 

　
谷
さ
ん
は
、
大
学
で
国
際
政
治
学
ゼ
ミ
に

所
属
。
主
に
「
人
間
の
安
全
保
障
」
に
つ
い

て
学
ば
れ
る
と
と
も
に
、
在
学
中
に
は
ド
イ

ツ
や
ネ
パ
ー
ル
の
福
祉
施
設
で
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
も
活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ご
両
親
の
影
響
で
小
さ
な
こ
ろ
か
ら

「
ま
ち
お
こ
し
」
の
活
動
に
も
携
わ
っ
て
こ

ら
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
大
学
卒
業
後
、
発

展
途
上
国
で
の
国
際
貢
献
活
動
に
従
事
す
る

こ
と
を
決
意
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ペ
ル
ー
で
は
、
現
在
、
地
方
農
村
に
お
け

る
社
会
経
済
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
生
計
向
上

な
ど
を
目
的
に
「
国
家
補
償
社
会
開
発
基
金
」

が
活
動
中
。
谷
さ
ん
は
、
同
基
金
の
チ
ラ
ク

ヨ
支
部
に
、
平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
二
日

か
ら
平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
一
日
ま
で
の

二
年
間
、
「
村
落
開
発
普
及
員
」
と
し
て
配

属
。
現
地
で
聴
き
取
り
調
査
な
ど
を
実
施
し
、

地
域
の
問
題
整
理
や
分
析
、
生
活
改
善
に
向

け
て
の
提
言
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。 

　
谷
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し

な
が
ら
、
現
地
の
み
な
さ
ん
と
協
力
し
て
活

動
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
日
本
の
文
化
を

伝
え
る
こ
と
も
と
て
も
重
要
だ
と
思
っ
て
い

る
の
で
、
着
物
を
持
っ
て
い
き
た
い
」
な
ど

と
、
笑
顔
で
力
強
く
抱
負
を
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）が
行
う
「
青
年
海
外
協
力
隊
」
平
成
二
十

一
年
度
一
次
隊
と
し
て
、六
月
二
十
二
日
か
ら
ペ
ル
ー
に
配
属
中
の
谷
美
沙
子
さ
ん（
丹
後
町

間
人
）が
、派
遣
を
目
前
に
控
え
た
六
月
十
五
日
、市
役
所
へ
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。 

　
子
育
て
中
の
み
な
さ
ん
の
不
安
軽
減
を
図
る
た
め
、
市
で
は
子
育

て
に
必
要
な
情
報
な
ど
を
ま
と
め
た
情
報
誌
「
子
育
て
応
援
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
（
キ
ッ
ズ
ナ
ビ
）」
と
「
病
院
に
行
く
前
に
（
よ
く
あ
る
子
ど

も
の
症
状
）」
を
発
行
し
ま
し
た
。 

　
両
誌
は
、
市
が
行
う
乳
幼
児
訪

問
や
乳
幼
児
健
診
な
ど
で
寄
せ
ら

れ
る
、
質
問
や
相
談
内
容
を
も
と

に
作
成
。
保
健
師
の
手
描
き
に
よ

る
イ
ラ
ス
ト
を
使
う
な
ど
、
多
く

の
か
た
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る

情
報
誌
を
め
ざ
し
ま
し
た
。 

　「
子
育
て
応
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
キ 

                

ッ
ズ
ナ
ビ
）」
に
は
、
妊
娠
・
出
産
・

予
防
接
種
・
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
な

ど
、お
子
さ
ん
の
成
長
過
程
に
応
じ

た
支
援
制
度
や
申
請
方
法
の
説
明

の
ほ
か
、
相
談
先
や
近
隣
に
あ
る

医
療
機
関
の
連
絡
先
な
ど
を
掲
載
。 

　
ま
た
、「
病
院
に
行
く
前
に
（
よ

く
あ
る
子
ど
も
の
症
状
）」
で
は
、

お
子
さ
ん
が
「
熱
を
だ
し
た
と
き
」

や
「
せ
き
が
で
る
と
き
」
な
ど
の

症
状
別
の
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
や
、
乳

幼
児
突
然
死
症
候
群
の
予
防
法
、

誤
飲
や
事
故
に
遭
遇
し
た
場
合
の

対
処
法
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
ま
す
。
ま
た
結
果
的
に
、

い
わ
ゆ
る
コ
ン
ビ
ニ
受
診
を
防
ぐ

効
果
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
両
誌
は
、
小
学
校
（
一
年
生
か

ら
三
年
生
ま
で
）
、
保
育
所
、
幼

稚
園
、
乳
幼
児
健
診
を
通
じ
て
配

布
す
る
と
と
も
に
、
希
望
さ
れ
る

か
た
に
は
、
市
民
局
・
健
康
推
進

課
・
子
ど
も
未
来
課
で
無
料
で
お

渡
し
し
ま
す
。 

市のホームページ （http://www.city.kyotango.kyoto.jp）でも 
ご覧いただけます。 

　
市
内
の
す
べ
て
の
お
子
さ
ん
が
、
健
康
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
市
で
は
、
保
健
福
祉
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
か
た
で
構
成
す

る
「
京
丹
後
市
子
ど
も
未
来
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
」（
十
人
）
を
設
置
し
ま
し
た
。 

　
同
審
議
会
で
は
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
必
要
な
環
境
整
備
な
ど
の
目
標
を
定
め

る
「
京
丹
後
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」
の
後
期
計
画
（
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平

成
二
十
六
年
度
ま
で
）
に
つ
い
て
の
審
議
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
市
で
は
、
少
子
化
の
進
行
に
よ
る
「
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
・
発
達
に
対
す
る

影
響
」
や
「
社
会
保
障
の
負
担
増
大
・
地
域

社
会
の
活
力
低
下
」
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

平
成
十
六
年
度
に
「
京
丹
後
市
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
」
の
前
期
計
画
（
平
成
十
七

年
度
〜
平
成
二
十
一
年
度
）
を
策
定
。
こ
の

間
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
の

支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
前
期
計
画
が

満
了
す
る
今
年
度
は
、
後
期
計
画
の
策
定
に

向
け
て
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
六
月
二
十
三
日
に
市
役
所
で
開
か
れ
た
第

一
回
の
同
審
議
会
で
は
、
会
長
に
蒲
田
淳
さ

ん
を
選
出
す
る
と
と
も
に
、
市
が
作
成
す
る

後
期
計
画
の
素
案
に
つ
い
て
諮
問
。
後
期
計

画
の
策
定
に
向
け
た
本
格
的
な
検
討
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
。 

　
市
で
は
今
年
度
内
の
計
画
策
定
を
め
ざ
し

て
お
り
、
同
審
議
会
の
み
な
さ
ん
に
は
十
月

下
旬
ご
ろ
の
市
へ
の
答
申
を
目
標
に
、
審
議

を
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

子育ての不安に寄りそう 子育ての不安に寄りそう 子育ての不安に寄りそう 

谷
　
美
沙
子 

青
年
海
外
協
力
隊 

平
成
二
十
一
年
度
一
次
隊 

（
丹
後
町
出
身
） 

さ
ん 

情報誌を発行 情報誌を発行 情報誌を発行 

子
育
て
応
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

子
育
て
応
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
キ
ッ
ズ
ナ
ビ
）

（
キ
ッ
ズ
ナ
ビ
） 

子
育
て
応
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

子
育
て
応
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
キ
ッ
ズ
ナ
ビ
）

（
キ
ッ
ズ
ナ
ビ
） 

子
育
て
応
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
キ
ッ
ズ
ナ
ビ
） 

病
院
に
行
く
前
に

病
院
に
行
く
前
に
（
よ
く
あ
る
子
ど
も
の
症
状
）

（
よ
く
あ
る
子
ど
も
の
症
状
） 

病
院
に
行
く
前
に

病
院
に
行
く
前
に
（
よ
く
あ
る
子
ど
も
の
症
状
）

（
よ
く
あ
る
子
ど
も
の
症
状
） 

病
院
に
行
く
前
に
（
よ
く
あ
る
子
ど
も
の
症
状
） 

■お問い合わせ先 子ども未来課（蕁 69-0340） 

子
ど
も
未
来
ま
ち
づ
く
り
審
議
会

子
ど
も
未
来
ま
ち
づ
く
り
審
議
会 

子
ど
も
未
来
ま
ち
づ
く
り
審
議
会

子
ど
も
未
来
ま
ち
づ
く
り
審
議
会 

子
ど
も
未
来
ま
ち
づ
く
り
審
議
会 

京
丹
後
市

京
丹
後
市 

京
丹
後
市

京
丹
後
市 

京
丹
後
市 

設置 設置 

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い 

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い 

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い 

まちづくり協議会 
海  開  き 
誌上経営セミナー 
 
京都府のひろば 
 
環 境 衛 生 
 
献　　血 
 
こんにちは保健師です 
 
後期高齢者医療 
 
介 護 保 険 
 
地デジ放送 
 
ブロードバンド 
ご 意 見 箱 
市立図書館 
文　化　財 
 

子育て支援 
 
 
魅 力 発 信 
 
 
FMたんご 
 
新エネ百選 
 
まちづくり 
 
 
 
 
農 業 振 興 
 
 
地 域 振 興 
 
 
安心・安全 
 
公 共 交 通 
 
 
 
 

 
 
 
・事業者のみなさんを支援します 
 
・碇高原牧場 
 
・不燃ごみ袋 
 
・7月は「愛の血液助け合い運動月間」です 
 
・妊娠の心得 
 
・後期高齢者医療制度のお知らせ 
 
・介護保険の地域密着型サービス 
 
・地上デジタルテレビ放送 完全移行まであと2年です 
 
 
 
 

 
・子育ての不安に寄りそう情報誌を発行 
・子ども未来審議会を設置 
 
・m i x ひとびとtango2009 開催 
・観光振興計画策定 
 
・地域情報の新たな発信拠点  FMたんご開局 
 
・京丹後市の取り組みが新エネ百選に選定 
 
・雇用創出事業を活用  竹林伐採 
・第二次行財政改革大綱の策定に着手 
・プレイフル・サンドアート開催 
・京丹後市  市の花と木　検討状況 
 
・丹後産コシヒカリののぼり旗完成 
・耕作放棄地　意向調査実施 
 
・産学公連携  テレビ会議システム 
・ふるさとケータイ事業実現に向け 
 
・安心・安全なまちづくりに向け 
 
・地域のみなさんに親しまれる鉄道をめざします  北近畿タンゴ鉄道 
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5 4

　市内の観光関係団体や観光事業者、観光施設
などに設置するほか、7月中にダイジェスト版を市内全
戸に配布する予定です。ぜひご覧ください。 

京丹後市観光振興計画 
「極上のふるさと観光づくり」 

市
内
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
「
お
も
て
な
し
」 

（
地
元
の
黒
豆
を
使
っ
た
お
か
ず
味
噌
づ
く
り 

　
・
峰
山
町
） 

………………………………… 

　丹後町中浜で提灯づくりをされている吉岡提灯店では、
吉岡雄一郎さんが提灯の文字入れ体験のほか、提灯づ
くりを披露しておもてなし。 
　吉岡さんは「この取り組みを通して、さまざまな人と出
会えた。地域における“もてなす側のつながり”が醸成
され、丹後の魅力発信のための大きな力になるのでは」
と話されました。 

　荒れ地の林に50種類以上の花や木を植え、整備されている
丹後町の渡邉秀信さん・富二子さんご夫妻。この場所に丹後
の風景を切り取った約20点の写真を展示し、散策しながらくつ
ろげる癒しの空間を提供しておもてなし。 
　大阪市から来られた田中寛子さんは「初めてあった人同士が、
気軽に話せて会話も弾む。都会にはない空間と取り組み」と笑
顔で答えてくれました。 

　無農薬でブルーベリーを
栽培し、無添加のジャムをつ
くっている「ファームガーデン
空詩土（そらしど）」（網野町
島津）では、普段は開放して
いないジャム工房で、ジャム
や焼き菓子のマーケットを開
催。同ガーデンの野村加奈
子さんやご家族が趣味で手
づくりしたハワイアンキルトを
展示。コーヒーなどを飲んで
くつろいでもらえるスペース
も設けられました。 

　弥栄町野間の緑いっぱいの里山に囲まれた古民家「あ
られ山村塾」では、昔ながらの囲炉裏を囲んで、オーナー
の松村文雄さんが淹れてくれたお茶を飲んだりできたて
のそばをすすったり…。のんびりとした時間を過ごしました。 
　参加者のかたは、「すごくゆったりする。懐かしくて涙
が出る思いだ」と感慨深げに話してくれました。 

　大宮町口大野のパン屋さん「コピンヌ」では、丹後在
住のミュージシャンや音楽好きのかたを招いてライブを開催。 
　特設のライブ会場に姿を変えたカフェスペースに、ギタ
ーの演奏や、弾き語りの歌声が響き渡りました。 

　大宮町奥大野の川口匡美さんなど17人のガー
デニング仲間が集まって、それぞれ自慢の庭を公開。
真っ赤なバラや淡いピンク色のジギタリス、名前も
知らない白い花…みなさんが手塩にかけて育てた
愛らしい花たちが、訪れたかたがたを魅了しました。 

　
市
で
は
、市
域
全
体
に
広
が

る
豊
富
な
観
光
資
源
を
活
か

し
た
総
合
的
・
効
果
的
な
観

光
振
興
を
推
進
す
る
た
め
、

今
年
三
月
に
制
定
さ
れ
た
京

丹
後
市
観
光
立
市
推
進
条
例

の
趣
旨
に
基
づ
い
た
、「
京
丹

後
市
観
光
振
興
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。 

　
計
画
で
は
、「
市
の
観
光
の

現
状
と
課
題
」
、「
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
と
目
標
」
、「
実
行
性
の
あ

る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
地
域

別
計
画
」
を
明
ら
か
に
す
べ
き
内
容
と
し
て
ま

と
め
、計
画
期
間
の
三
年
間
に
取
り
組
む
べ
き

事
業
な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
は
、計
画
に
基
づ
き
、「
観
光
立
市
の
実

現
」
と
い
う
共
通
の
目
標
に
向
か
っ
て
、市
や
各

関
係
機
関
な
ど
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
丹
後
の
自
然
・
食
材
・
産
業
な
ど
、日
常
の
暮
ら
し
の
中
に
根
づ
く

市
域
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
資
源
で
も
て
な
し
、人
と
人
の
輪
を
広
げ
る

と
と
も
に
観
光
に
結
び
つ
け
る
取
り
組
み
「
ｍ
ｉ
ｘ
ひ
と
び
と
ｔ
ａ
ｎ
ｇ
ｏ

２
０
０
９
」
が
、五
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
三
日
間
、市
内

の
工
房
や
酒
蔵
な
ど
、三
十
か
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
取
り
組
み
は
、弥
栄
町
出
身

で
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
の
芦
田
久

美
子
さ
ん（
京
都
市
）
を
は
じ
め

六
人
の
有
志
の
み
な
さ
ん
が
中
心

に
企
画
。
普
段
行
っ
て
い
る
趣
味

や
仕
事
、
身
の
周
り
の
自
然
や
文

化
な
ど
、
身
近
な
も
の
で
お
客
さ

ん
を
も
て
な
し
、
丹
後
の
魅
力
を

再
発
見
す
る
と
同
時
に
、
出
会
い

や
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

て
地
域
の
発
展
と
観
光
の
推
進
を

め
ざ
そ
う
と
、
今
年
初
め
て
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。 

　
中
心
メ
ン
バ
ー
の
呼
び
か
け
に
、

世
代
や
地
域
の
枠
を
超
え
、多
く

の
か
た
が
賛
同
。
赤
米
の
田
植
え

見
学
や
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
、地
元

の
黒
豆
を
使
っ
た
お
か
ず
味
噌
づ

く
り
な
ど
、
市
内
で
さ
ま
ざ

ま
な
「
お
も
て
な
し
」
が
行

わ
れ
、
人
と
人
と
の
交
流
の

輪
が
広
が
り
ま
し
た
。 

　
芦
田
さ
ん
は
「
丹
後
は
と

て
も
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
。

観
光
名
所
に
行
く
の
も
い
い

が
、
普
段
の
暮
ら
し
の
中
に

あ
る
地
域
に
根
づ
い
た
文
化

を
見
た
り
、そ
こ
で
暮
ら
す

人
と
交
流
す
る
こ
と
が
、
旅

の
醍
醐
味
。
心
の
仕
切
を
取

り
払
っ
て
、
人
と
人
と
が
結

ば
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
と

し
て
、地
元
の
か
た
に
も
、観

光
客
の
み
な
さ
ん
に
も
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。 

※ここで紹介したものを含め、市内6町で 
　　　　　　　30か所にのぼるさまざまなもてなしが行われました！ 
※ここで紹介したものを含め、市内6町で 
　　　　　　　30か所にのぼるさまざまなもてなしが行われました！ 
※ここで紹介したものを含め、市内6町で 
　　　　　　　30か所にのぼるさまざまなもてなしが行われました！ 

森の中の写真展 森の中の写真展 森の中の写真展 

わくわくマーケットと 
ハワイアンキルト 
わくわくマーケットと 
ハワイアンキルト 
わくわくマーケットと 
ハワイアンキルト 

わたしたちの庭へようこそ 
ゆっくりしてね（オープンガーデン） 
わたしたちの庭へようこそ 
ゆっくりしてね（オープンガーデン） 
わたしたちの庭へようこそ 
ゆっくりしてね（オープンガーデン） 

音楽で楽しんでーやぁ 
～音楽三昧の日々～ 
音楽で楽しんでーやぁ 
～音楽三昧の日々～ 
音楽で楽しんでーやぁ 
～音楽三昧の日々～ 

森の学校　里山体験！ 森の学校　里山体験！ 森の学校　里山体験！ 

丹後提灯づくり 丹後提灯づくり 丹後提灯づくり 

京丹後市 
観光振興計画  策定 

極上のふるさと観光づくり 

ｍｉｘ ｍｉｘ ｔａｎｇｏ ｔａｎｇｏ 20092009
ミックス タ　ン　ゴ 

ひとびと ひとびと 開催 開催 

「極上のふるさと観光づくり」始まる！ 「極上のふるさと観光づくり」始まる！ 「極上のふるさと観光づくり」始まる！ 
京丹後あっちこっちで 京丹後あっちこっちで 京丹後あっちこっちで 

「京丹後まるごと観光」のおもてなし 「京丹後まるごと観光」のおもてなし 「京丹後まるごと観光」のおもてなし 
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FMたんご　放送局の施設などの概要 

所 在 地 京丹後市峰山町丹波825-1

京丹後市峰山町西山 

京丹後市全域 

FMたんご放送局舎内 
〈演奏所〉 

〈送信所〉 

受信地域 

20Ｗで送信 

（久美浜町の一部および 
　丹後町の一部を除きます） 

カバー率　市内全世帯の79.9％ 

5月27日、開局式を開催（右奥・福永孝宣理事長） 

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
、
放
送
開
始
を
祝
う 

セ
レ
モ
ニ
ー
も
実
施 

　
　
　
　
　
（
川
戸
省
吾
放
送
局
長
） 

峰
山
町
丹
波
に
局
舎
と 

放
送
設
備
を
整
備 

■お問い合わせ先 

（蕁62-7941・FAX.62-7945） 
（Eメールアドレス 
（ホームページアドレス 

794 ＠ fm-tango. jp） 

FMたんご放送局舎（峰山町丹波825-1） 

http: / / fm-tango. jp/） 

　
京
丹
後
市
で
初
め
て
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
「
Ｆ
Ｍ
た
ん

ご
」
が
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
京
丹
後
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
」（
福
永
孝
宣
理
事

長
）に
よ
り
開
設
さ
れ
、六
月
一
日
か
ら
放
送
を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

　
周
波
数
は
七
九
・
四
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
で
、毎
日
、午
前
七
時
か
ら
午
後
九

時
ま
で
放
送
。
地
域
に
根
ざ
し
た
新
た
な
「
情
報
の
発
信
拠
点
」
と
し

て
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　 

 

　
同
放
送
局
開
設
に
向
け
た
取
り

組
み
は
、
平
成
十
六
年
十
月
に
丹

後
地
方
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
台
風
23
号
が
き
っ
か
け
。

災
害
時
に
お
け
る
市
民
の
み
な
さ

ん
へ
の
的
確
な
情
報
伝
達
や
、
日

常
生
活
に
お
け
る
地
域
情
報
の
提

供
が
で
き
る
「
放
送
シ

ス
テ
ム
」
の
必
要
性
を

感
じ
た
市
民
有
志
の
み

な
さ
ん
に
よ
り
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
開
局

の
活
動
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。 

　
同
年
十
二
月
、
市
内

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
放
送
局
の
設
立
実
現

に
向
け
て
、
Ｆ
Ｍ
丹
後

開
局
推
進
協
議
会
（
二

十
二
人
）
を
設
立
。
市

内
で
の
ミ
ニ
Ｆ
Ｍ
放
送

や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

ど
を
実
施
し
、
開
局
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し

た
。 

　
平
成
十
九
年
、
「
京
都
府
地
域

力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
」

を
活
用
し
、
峰
山
町
丹
波
に
局
舎

お
よ
び
放
送
ス
タ
ジ
オ
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
送
信
所
を
西
山
（
峰

山
町
）
に
設
置
。
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
な
ど
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
昨
年
八
月
に
は
、
組
織

を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
移
行
し
て
充
実
。

今
年
の
五
月
二
十
一
日
に
、
手
続

き
中
で
あ
っ
た
無
線
局
の
本
免
許

が
総
務
省
か
ら
交
付
さ
れ
、
予
備

放
送
を
開
始
し
、
六
月
一
日
か
ら

本
放
送
を
開
始
し
ま
し
た
。 

 

現
在
、
開
局
し
て
い
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
は
、
全
国
で

二
百
局
以
上
。
京
都
府
内
で
は
、

Ｆ
Ｍ

う
じ
（
宇
治
市
）
、
Ｆ
Ｍ

８
４
５
（
京
都
市
）、
Ｆ
Ｍ

い
か

る
（
綾
部
市
）
、
京
都
三
条
ラ
ジ

オ
カ
フ
ェ
（
京
都
市
）、
Ｆ
Ｍ
Ｃ
Ａ

Ｓ
Ｔ
Ｌ
Ｅ
（
福
知
山
市
）
に
続
い

て
、
六
番
目
の
開
局
と
な
り
ま
す
。 

   

　
五
月
二
十
七
日
、
Ｆ
Ｍ
た
ん
ご

放
送
局
の
開
局
に
先
立
ち
、
同
局

舎
で
開
局
式
を
開
催
。
福
永
理
事

長
が
「
暮
ら
し
の
中
に
必
要
な
生

活
情
報
や
活
力
に
つ
な
が
る
情
報
、

地
域
の
安
全
と
安
心
に
つ
な
が
る

情
報
な
ど
を
提
供
し
、
府
北
部
地

域
の
発
展
の
た
め
に
、
ス
タ
ッ
フ

全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
尽
く
し
た

い
」
と
力
強
く
あ
い
さ
つ
さ
れ
る

な
ど
、
関
係
者
の
み
な
さ
ん
約
五

十
人
が
、
新
た
な
情
報
発
信
拠
点

の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。 

コミュニティFM放送とは 
　市町村などの小規模な地
域を対象としたFMラジオ
放送。（通常のFMよりも
出力が小さい） 
　平成4年に制度化。総務
省から正式に免許を受けた
事業者が開局・運営し、地
域に密着したきめ細かな情
報の提供が期待される。 

「たんごモーニングサンド！」 
（毎週月～金曜日・7：00～9：00） 
　でパーソナリティーを務める 

宮  川　 優 さん 

　
朝
の
生
放
送
「
た
ん
ご
モ
ー
ニ
ン
グ
サ
ン
ド
！
」
で
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
（
司
会
者
）
を
務
め
る
宮
川
優
さ
ん
に
、
同
番
組
に
つ
い
て

の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

   

　
同
局
で
放
送
す
る
番
組
は
、
丹

後
地
域
か
ら
募
集
し
た
常
勤
ス
タ

ッ
フ
四
人
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
約
二
十
人
で
制
作
・
運

営
。
通
常
は
、
音
楽
番
組
や
京
丹

後
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
内
容
の
番
組
を
、
生
放

送
と
収
録
放
送
を
交
え
て
放
送
さ

れ
ま
す
。 

　
生
放
送
は
、
通
勤
途
中
な
ど
で
、

多
く
の
か
た
に
聞
い
て
い
た
だ
け

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
時
間
帯
が

中
心
。
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

の
午
前
七
時
か
ら
午
前
九
時
ま
で

の
二
時
間
は
、
ニ
ュ
ー
ス
や
交
通

情
報
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
丹
後

の
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
「
た
ん
ご

モ
ー
ニ
ン
グ
サ
ン
ド
！
」（
出
演
・

宮
川
優
さ
ん
）
が
、
午
前
十
一
時

五
十
六
分
と
午
後
三
時
五
十
六
分

（
い
ず
れ
も
三
分
間
）
に
は
ヘ
ッ

ド
ラ
イ
ン
ニ
ュ
ー
ス
が
放
送
さ
れ

ま
す
。 

　
同
局
で
は
、
日
ご
ろ
か
ら
丹
後

の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
、

地
域
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ん
で
い

た
だ
け
る
、
新
た
な
情
報
発
信
拠

点
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ま
れ
ま
す
。 

※
一
週
間
の
番
組
表
は 

　
裏
表
紙
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 「
た
ん
ご
モ
ー
ニ
ン
グ
サ
ン
ド
！
」

の
番
組
名
の
由
来
は 

　「
た
ん
ご
モ
ー
ニ
ン
グ
サ
ン
ド
！
」

に
は
、 

▼
「
モ
ー
ニ
ン
グ
」
の
文
字
通

り
「
朝
」 

▼
丹
後
の
話
題
や
情
報
を
、
ぎ

ゅ
ー
っ
と
サ
ン
ド
し
て
お
届

け
す
る
二
時
間 

▼
丹
後
の
美
し
い
砂
浜
を
思
わ

せ
る
砂
（
＝
ｓ
ａ
ｎ
ｄ
） 

な
ど
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

 

放
送
に
あ
た
っ
て
心
が
け
て
い

る
こ
と
は 

　
生
放
送
は
、
体
調
管
理
が
大

切
。
特
に
朝
の
番
組
な
の
で
、

ど
ん
な
と
き
で
も
明
る
く
元
気

に
お
伝
え
す
る
こ
と
を
心
が
け

な
が
ら
、
音
楽
と
ト
ー
ク
の
自

然
な
流
れ
に
、
ス
タ
ッ
フ
全
員

で
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
原
稿
は
、
で
き
る
だ

け
わ
か
り
や
す
い
内
容
の
も
の

に
す
る
よ
う
心
が
け
な
が
ら
、

よ
り
多
く
の
地
域
情
報
や
身
近

な
話
題
、
丹
後
は
こ
ん
な
に
い

い
所
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、

で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
伝
え
ら

れ
る
よ
う
、
毎
朝
、
番
組
づ
く

り
を
し
て
い
ま
す
。 

　
二
時
間
と
い
う
放
送
時
間
が

リ
ス
ナ
ー
の
み
な
さ
ん
に
と
っ

て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

し
ま
う
ほ
ど
充
実
し
た
時
間
と

な
る
よ
う
、
毎
日
、
挑
戦
し
て

い
き
た
い
で
す
。 

 

み
な
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

　
開
局
当
初
か
ら
、
た
く
さ
ん

の
か
た
に
応
援
の
フ
ァ
ッ
ク
ス

や
メ
ー
ル
を
い
た
だ
き
、
と
て

も
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
た

ん
ご
モ
ー
ニ
ン
グ
サ
ン
ド
！
を

聴
く
と
、
元
気
に
な
る
」
と
言

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ま
す
ま

す
充
実
し
た
番
組
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
み
な
さ
ん
、

ぜ
ひ
聴
い
て
く
だ
さ
い
。 

 

……………………………………………………………………………………… 

…………………………………………………………………………… 

ＦＭたんご ＦＭたんご 開局 開局 

地域情報の発信拠点 

開
設
の
経
緯 

開
局
式
を
開
催 

新たな 

丹
後
の
身
近
な
情
報
を

丹
後
の
身
近
な
情
報
を 

丹
後
の
身
近
な
情
報
を 

毎
朝
、

毎
朝
、
元
気
に
お
伝
え
し
ま
す

元
気
に
お
伝
え
し
ま
す 

毎
朝
、
元
気
に
お
伝
え
し
ま
す 

79.4ＭＨＺ 79.4ＭＨＺ 
周波数は 周波数は 丹後地域で初のコミュニティFM

身
近
な
情
報
の 

　  

発
信
拠
点
に 
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行
財
政
改
革
推
進
委
員
会 

▼ 

新
エ
ネ
百
選
の
選
定
証 

道
の
駅
て
ん
き
て
ん
き
丹
後
（
丹
後
町
）
に
設
置
さ
れ
て
い
る
小
型
風
力
発
電
機 

　事業効果 

　□雇用対策：失業者のかたの生活の安定を図ります。 

　□獣害対策：有害鳥獣の温床となる放置竹林を減らします。 

　□災害対策：竹林の侵入による森林の衰退を防ぎます。 

　事業主体 

　京丹後市　 

　※厚生労働省の緊急雇用創出事業臨時特例交付金に基づい

　　て交付される、京都府緊急雇用対策事業補助金を活用し

　　て実施します。 

　
市
で
は
、
本
市
に
お
け
る
行
財
政
改
革
の
基
本
的
方
針
を
定
め
る
「
第

二
次
京
丹
後
市
行
財
政
改
革
大
綱
」（
計
画
期
間
・
平
成
二
十
二
年
度
〜

平
成
二
十
六
年
度
）
の
策
定
に
着
手
し
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
行
政
運
営
の
効
率

化
を
め
ざ
し
、
平
成
十
六
年
に
「
京
丹
後
市

行
財
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
。
同
大
綱
に
基

づ
き
、「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
進
め

る
地
域
づ
く
り
」、「
財
政
の
健
全
化
」、「
質

の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
な
ど
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
同
大
綱
の
計
画
期
間
は
平
成
二
十
一
年
度

を
も
っ
て
満
了
す
る
も
の
の
、
本
市
を
取
り

巻
く
社
会
・
経
済
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ

れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
の
成
果
を
踏
ま
え
、

第
二
次
と
し
て
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
の
大

綱
を
策
定
し
、
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
を

更
に
推
進
・
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。 

　
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
行
財
政
改
革
推
進

委
員
会
（
高
野
繁
一
会
長
・
十
一
人
）
に
市

か
ら
諮
問
。
同
委
員
会
で
ご
審
議
を
い
た
だ

き
、
九
月
末
を
目
標
に
大
綱
案
に
つ
い
て
の

答
申
を
い
た
だ
く
予
定
と
し
て
お
り
、
十
二

月
の
策
定
を
め
ざ
し
ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
、市
で
は
緊
急
雇
用
対
策
と

し
て
、農
林
業
分
野
に
限
ら
ず
職
種
別
に

応
じ
て
順
次
求
人
を
行
い
ま
す
の
で
、公

共
職
業
安
定
所（
峰
山
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）に

求
職
を
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

今
後
の
公
募
情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

　
う
み
か
ぜ
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

普
及
モ
デ
ル
事
業
は
、
本
市
の

特
性
で
あ
る
海
岸
部
の
「
う
み

か
ぜ
」
を
活
用
し
た
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
と
し
て
、
小
型
風
力

発
電
機
の
普
及
を
推
進
。
地
球

温
暖
化
の
抑
制
は
も
と
よ
り
、

市
内
外
の
か
た
へ
環
境
保
全
の

大
切
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
平
成
十
七
年
度
か
ら
平
成
十

九
年
度
に
か
け
て
一
般
住
宅
や

事
業
所
な
ど
へ
の
普
及
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
当
初
は
、
海
岸

部
で
「
う
み
か
ぜ
」
を
利
用
す

る
設
置
が
中
心
で
し
た
。
し
か
し
、

市
民
の
み
な
さ
ん
へ
の
普
及
活

動
が
進
み
「
風
」
と
い
う
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
理
解
が
深

ま
る
中
、「
う
み
か
ぜ
」
だ
け
で

な
く
「
山
か
ら
の
吹
き
降
ろ
し
」

に
も
多
く
の
か
た
が
着
目
。
次

第
に
内
陸
部
で
も
小
型
風
力
発

電
機
の
設
置
が
進
み
、
市
内
全

域
へ
と
拡
大
し
ま
し
た
。 

　
多
く
の
か
た
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
り
、
三
年
間
で
市
内

の
三
十
六
か
所
に
小
型
風
力
発

電
機
が
設
置
さ
れ
、
風
力
発
電

は
市
民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、

と
て
も
身
近
な
も
の
と
な
り
ま

し
た
。 

　
こ
の
よ
う
に
「
風
」
と
い
う

地
域
の
特
性
を
活
用
し
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
理
解
や
発

電
機
の
普
及
を
進
め
る
な
ど
、

行
政
と
が
市
民
が
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
、

今
回
、
選
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
市
と
し
て
も
、
こ
れ
を
励
み
に
、

ほ
か
の
自
治
体
の
模
範
と
な
る

よ
う
な
「
環
境
循
環
都
市
」
の

構
築
に
向
け
た
施
策
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　「
環
境
循
環
都
市
」
の
実
現
に

は
、
家
庭
や
地
域
な
ど
で
の
地

道
な
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。

自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
か
ら

実
践
し
て
い
く
こ
と
で
、
未
来

の
子
ど
も
た
ち
が
快
適
に
暮
ら

せ
る
環
境
づ
く
り
を
す
す
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

　6 月 2 日、東京都
内で、全国の市長な
ど約480人が参加し、
「環境フォ－ラム」
（全国市長会主催）
が開催されました。 
　同フォーラムには、
全国784市の中から
環境保全の取り組みが評価された政令指定都市の神
奈川県川崎市、大都市の埼玉県川口市と中小都市で
ある京丹後市の3市が選ばれ、それぞれの市長がパ
ネリストとして出席。中山京丹後市長は、新エネ百
選に選定された「うみかぜ風力エネルギー普及モデ
ル事業」はじめ、環境負荷と公共交通、バイオマス
タウン構想の推進など、いのちが輝き資源が循環す
る自然と共生した環境循環都市をめざしている本市
の取り組みを広くアピールしました。 

　
京
丹
後
市
で
取
り
組
ん
で
い
る
小
型
風
力
発
電
機
の
普
及
を
め
ざ

す
取
り
組
み
「
う
み
か
ぜ
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
モ
デ
ル
事
業
」
が
、

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
独
立
行
政
法
人 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発

機
構
）
と
経
済
産
業
省
が
実
施
す
る
『
新
エ
ネ
百
選
』
に
選
定
さ
れ
、

本
市
の
環
境
循
環
都
市
の
実
現
に
向
け
大
き
な
弾
み
と
な
り
ま
し
た
。 

　
地
域
の
特
性
な
ど
を
考
慮
し

た
全
国
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
な

ど
の
取
組
み
を
評
価
し
、四
十
七

都
道
府
県
か
ら
も
れ
な
く
、優
れ

た
も
の
が
「
新
エ
ネ
百
選
」
と
し

て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
広

く
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、各
地

域
に
お
け
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

の
好
事
例
と
し
て
、新
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
全
国
に
広
め
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、厳
し
い
雇
用
失
業
情
勢
に
対
応
す

る
た
め
、京
都
府
の
補
助
金
を
活
用
し
、「
緊

急
雇
用
創
出
事
業（
放
置
竹
林
等
拡
大
防
止

対
策
事
業
）」
と
し
て
、雇
用
の
創
出
を
図
り

竹
林
の
伐
採
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

　
同
事
業
は
、失
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

か
た
を
雇
い
入
れ
て
竹
林
の
伐
採
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、次
の
雇
用
ま
で
の
短
期
の
雇
用
・
就
業

機
会
を
創
出
・
提
供
す
る
こ
と
で
、生
活
の
安

定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
す
。 

　
今
年
度
は
、数
か
所
で
竹
林
の
伐
採
を
実
施

す
る
予
定
。
最
初
は
、大
宮
町
新
宮
地
内
で
行

い
ま
す
。
そ
の
後
は
高
齢
化
率
の
比
較
的
高
い

地
区
か
ら
優
先
度
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
地

区
を
選
定
し
、順
次
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

　
高
齢
者
の
増
加
、集
落
人
数
の
減
少
に
伴
い
、

山
で
の
下
草
刈
り
や
、竹
林
な
ど
の
伐
採
作
業

は
た
い
へ
ん
な
負
担
と
な
り
ま
す
。し
か
し
、

山
林
の
管
理
を
放
置
す
る
と
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
被
害
の
拡
大
、耕
作
地
の
減
少
な

ど
の
問
題
が
発
生
し
ま
す
。 

　
市
で
は
、今
後
も
積
極
的
に
、雇
用
創

出
お
よ
び
農
地
保
全
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。 

第二次 

策
定
に
着
手

策
定
に
着
手 

策
定
に
着
手

策
定
に
着
手 

策
定
に
着
手 

行
財
政
改
革
大
綱

行
財
政
改
革
大
綱 

行
財
政
改
革
大
綱

行
財
政
改
革
大
綱 

行
財
政
改
革
大
綱 

京
丹
後
市

京
丹
後
市 

京
丹
後
市

京
丹
後
市 

京
丹
後
市 

持続可能で安定的な財政運営をめざし 持続可能で安定的な財政運営をめざし 
市民満足度の高い行政サービス 市民満足度の高い行政サービス 

農地に迫る竹林（大宮町新宮地内） 

農
地
に
迫
る
竹
林（
大
宮
町
新
宮
地
内
） 

緊急雇用対策 緊急雇用対策 緊急雇用対策 

竹林の拡大防止対策で雇用を創出 竹林の拡大防止対策で雇用を創出 

環境循環都市へ向けて大きく前進 環境循環都市へ向けて大きく前進 

「うみかぜ風力エネルギー普及モデル事業」 

環境フォーラムで本市の取り組みを発信 環境フォーラムで本市の取り組みを発信 

「
新
エ
ネ
百
選
』
と
は 

京丹後市の取り組みが 京丹後市の取り組みが 京丹後市の取り組みが 京丹後市の取り組みが 新エネ百選 新エネ百選 新エネ百選 に選定 に選定 に選定 

…………………………………………………………………………………………………………………………………… 

…………………………………………………………………………………… 

………………………………………………………………… 

………………………………………………………………………………………………………… 
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ま 

ち 

づ 

く 

り 

ま 

ち 

づ 

く 

り 

11 10

フクジュソウ 

マ　ツ ブ　ナ 

トウテイラン ツツジ 

「市の花・木」公募結果 
（応募件数の多かったもの） 

名　　称 

12
件数 

トウテイラン 

スイセン 
アジサイ 
コスモス 
ツ ツ ジ 

フクジュソウ 12
10
8
8
7

花 

名　　称 

36
件数 

24
7
6
4

ブ　　ナ 
マ　　ツ 
サ ク ラ 
モ ミ ジ 
ウ　　メ 
モクセイ 4

木 

大
人
も
夢
中
に
な
っ
て
「
砂
遊
び
」 

み
ん
な
で
協
力
し
あ
っ
て
作
品
づ
く
り 

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
も 

　
　
　
　
　
　
終
始
笑
顔
で
し
た 

砂
を
水
で
湿
ら
せ
て
強
化
。 

　
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
必
要
で
す 

「
砂
場
遊
び
」が
及
ぼ
す
効
果
を 

わ
か
り
や
す
く
解
説（
笠
間
浩
幸
教
授
） 

　
市
制
施
行
五
周
年
を
迎
え
る
今
年
、
市
で
は
京
丹
後
市
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
「
市
の
花
」、「
市
の
木
」
の
制
定
に
向
け
、「
京
丹
後
市
市
の
花
と

木
検
討
委
員
会
」（
糸
井
昭
座
長
・
五
人
）
を
設
置
し
、
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
広
く
市
内
外
か
ら
候
補
を
公
募
。
同
検

討
委
員
会
で
は
、
市
の
花
の
候
補
に
「
ト
ウ
テ
イ
ラ
ン
」・「
フ
ク
ジ
ュ
ソ

ウ
」・「
ツ
ツ
ジ
」
を
、
市
の
木
の
候
補
に
「
ブ
ナ
」・「
マ
ツ
」
を
選
定
し

ま
し
た
。
今
後
、「
京
丹
後
市
市
の
花
と
木
と
歌
制
定
委
員
会
」（
板
垣
久

彌
委
員
長
・
十
一
人
）
で
の
検
討
を
進
め
ま
す
。 

「
京
丹
後
市
市
の
花
と
木
」
の
制
定 

　
　
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先 

企
画
政
策
課（
蕁
六
九
ー
〇
一
二
〇
） 

　
市
で
は
、
本
市
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
「
花
」・「
木
」・「
歌
」
を
制

定
す
る
こ
と
で
、
本
市
の
イ
メ
ー

ジ
の
発
信
や
郷
土
愛
の
高
揚
、
市

全
体
の
一
体
感
の
醸
成
な
ど
を
図

り
、
市
の
発
展
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
昨
年
十
月
、
市
の
花
、

木
お
よ
び
歌
の
制
定
に
向
け
、「
京

丹
後
市
市
の
花
と
木
と
歌
制
定
委

員
会
」
を
設
置
。
こ
の
う
ち
、「
花
」

お
よ
び
「
木
」
の
制
定
に
つ
い
て

は
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
調
査
・

研
究
を
行
う
た
め
「
京
丹
後
市
市

の
花
と
木
検
討
委
員
会
」
を
設
置

し
、
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
候
補
の
公
募
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
に
永
く
愛
さ
れ
る
「
花
」

と
「
木
」
を
選
定
す
る
た
め
、
一

月
五
日
か
ら
二
月
二
十
七
日
の
間

で
実
施
。
市
内
外
の
百
十
七
人
の

か
た
か
ら
、
花
で
は
五
十
種
類
百

三
十
件
、
木
で
は
四
十
四
種
類
百

三
十
四
件
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
同
検
討
委
員
会
で
は
、
応
募
の

あ
っ
た
も
の
の
中
か
ら
、 

▼
市
内
に
自
生
す
る
花
・
木 

▼
市
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い

花
・
木 

▼
市
民
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ

る
花
・
木 

で
あ
る
こ
と
を
基
準
に
協
議
。
京

丹
後
市
は
、
海
・
山
・
里
が
あ
る

広
域
な
ま
ち
で
あ
り
、
候
補
を
一

つ
に
絞
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
複
数
種
を
候

補
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。 

　
今
後
は
、「
京
丹
後
市
市
の
花

と
木
と
歌
制
定
委
員
会
」
に
お
い

て
協
議
・
選
考
を
進
め
、
今
秋
開

催
予
定
の
「（
仮
称
）
京
丹
後
市

　
市
制
五
周
年
記
念
式
典
」
で
発

表
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
丹
後
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
砂
場
遊
び
を
通

し
て
お
子
さ
ん
の
成
長
を
考
え
る
「
プ
レ
イ
フ
ル
・
サ
ン
ド
ア
ー
ト

ｉ
ｎ
丹
後
」
が
六
月
六
日
お
よ
び
七
日
の
二
日
間
に
渡
っ
て
開
催
さ

れ
、
延
べ
二
百
十
人
の
か
た
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
取
り
組
み
は
、
丹
後
わ
く
わ

く
ス
ポ
ッ
ト
「
き
ら
め
き
」
（
小

西
恭
子
代
表
）
の
み
な
さ
ん
を
は

じ
め
、
京
都
府
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー 

ら
ら
京
都
お
よ
び
京
都

府
が
共
同
で
開
催
。
「
握
る
力
」

や
「
ふ
ん
ば
る
力
」
を
は
じ
め
、

大
勢
で
遊
ぶ
こ
と
に
よ
る
「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
や
「
創

造
力
」
な
ど
、
砂
場
遊
び
を
通
し

て
得
ら
れ
る
効
果
か
ら
お
子
さ
ん

の
成
長
や
発
育
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
を
目
的
に
、
同
志
社
女
子
大

学
の
笠
間
浩
幸
教
授
を
講
師
に
招

き
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
六
日
に
は
、
笠
間
教
授
に
よ
る

「
砂
場
遊
び
を
通
し
て
子
ど
も
の

成
長
と
発
達
を
考
え
る
」
と
題
し

た
講
演
会
を
、
峰
山
地
域
公
民
館

（
峰
山
町
杉
谷
）
で
開
催
。
笠
間

教
授
は
、
自
然
の
中
で
体
を
動
か

す
遊
び
や
、
隣
近
所
で
の
集
団
に

よ
る
遊
び
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
現
在
と
昔
に
お
け
る

子
ど
も
の
遊
び
の
変
化
を
指
摘
。

感
覚
機
能
の
活
性
化
や
何
か
を
つ

く
る
た
め
の
工
夫
・
試
行
錯
誤
、

ま
た
創
造
力
や
達
成
感
な
ど
、
砂

場
遊
び
に
よ
っ
て
培
わ
れ
る
能
力

の
重
要
性
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
参

加
し
た
約
六
十
人
が
熱
心
に
聴
き

入
り
ま
し
た
。 

     

　
七
日
に
は
、
久
美
浜
町
葛
野
浜

海
水
浴
場
を
会
場
に
、
親
子
づ
れ

な
ど
約
百
五
十
人
が
、
砂
と
海
水

を
使
っ
て
自
然
の
中
で
「
砂
場
遊

び
」
に
挑
戦
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
や
想
像
力
、
体
力
を
養

う
た
め
の
砂
場
遊
び
を
、
実
際
に

ど
の
よ
う
に
し
て
す
る
の
か
、
砂

の
造
形
を
つ
く
っ
て
体
験
し
ま
し

た
。
砂
場
遊
び
は
、
約
二
時
間
に

わ
た
り
実
施
。
参
加
さ
れ
た
み
な

さ
ん
は
、
笠
間
教
授
お
よ
び
同
大

学
の
学
生
二
十
五
人
の
み
な
さ
ん

に
よ
る
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
ア

ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
城
な
ど
、

思
い
思
い
の
作
品
を
、
笑
顔
い
っ

ぱ
い
で
作
成
し
ま
し
た
。 

　
笠
間
教
授
は
「
プ
レ
イ
フ
ル
＝

（
思
い
き
り
楽
し
む
）・
サ
ン
ド
ア

ー
ト
は
、
自
然
に
あ
る
も
の
で
で

き
る
た
め
費
用
が
か
か
ら
な
い
。

年
齢
に
関
係
な
く
、
参
加
さ
れ
た

か
た
は
み
ん
な
笑
顔
に
な
る
。
子

ど
も
た
ち
に
は
、
安
全
で
安
心
し

て
遊
べ
る
環
境
が
必
要
。
こ
う
い

っ
た
取
り
組
み
を
各
地
で
広
げ
て

い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

と 

市
の
花 

市
の
花 

市
の
花 

市
の
木 

市
の
木 

市
の
木 

検
討
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

京丹後市の 
シンボルとなる 

市の木 候補に 市の木 候補に 市の木 候補に 

合計264件 合計264件 合計264件 広く市内外から 広く市内外から 広く市内外から の応募 の応募 の応募 

市の花 候補に 市の花 候補に 市の花 候補に フクジュソウ フクジュソウ フクジュソウ フクジュソウ フクジュソウ フクジュソウ ツツジ ツツジ ツツジ ツツジ ツツジ ツツジ 

マ ツ マ ツ マ ツ ブ ナ ブ ナ ブ ナ 

トウテイラン トウテイラン トウテイラン トウテイラン トウテイラン トウテイラン 

を選定 

想
像
力
で
の
び
の
び
と 
想
像
力
で
の
び
の
び
と 

自
然
の
砂
場
で

自
然
の
砂
場
で
 

砂
遊
び

砂
遊
び
 

自
然
の
砂
場
で
 

砂
遊
び
 

プ
レ
イ
フ
ル

プ
レ
イ
フ
ル
・
サ
ン
ド
ア
ー
ト

サ
ン
ド
ア
ー
ト 
プ
レ
イ
フ
ル

プ
レ
イ
フ
ル
・
サ
ン
ド
ア
ー
ト

サ
ン
ド
ア
ー
ト 
プ
レ
イ
フ
ル
・
サ
ン
ド
ア
ー
ト 

in
丹
後
丹
後 

in
丹
後
丹
後 

in
丹
後 

開 催 開 催 
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丹後産コシヒカリを積極的にアピール 
　　　　　　　　　　　　（場所：大宮庁舎前） 

携帯電話 
通信網 

監視カメラ 

捕獲と同時に 
写真などのデ 
ータ送信 

捕獲場所や現場の写真を 
関係者の携帯電話へ通知 

監
視
サ
ー
バ
ー 

へ
送
信 

監視サーバー 

電子メール 

関係者 

総務省の 
事業採択を受け 
総務省の 

事業採択を受け 

テレビ会議システムに映し出された江島学長と中山市長が会談 

　事業概要 

　□実施主体：京丹後市農政課・農業委員会および京丹後市農業技

　　　　　　　術者協議会 

　□実施時期：今年７月には調査完了。その後、耕作放棄地の再生

　　　　　　　利用に結びつけていくことができるかどうかを検討。 

　□調査対象者 

　　　　　　：昨年の耕作放棄地全体調査で、今は耕作されていな

　　　　　　　いが、農地に復元可能と判断された約84haの農地

　　　　　　　の地主（農振農用地内外を問わない）および担い手

　　　　　　　農家のかた。 

　□調査内容：荒れた農地を担い手農家のかたへ貸し出して、再生

　　　　　　　させる意向があるかどうかなどの調査。 

　
「
全
国
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
」
は
、
全
国
の

産
地
・
品
種
に
つ
い
て
、
米
の
外
観
、
香
り
、

粘
り
、味
、硬
さ
な
ど
の
総
合
評
価
と
食
味

官
能
試
験
の
相
対
評
価
に
よ
り
品
質
を
評

価
す
る
も
の
で
、「
特
Ａ
」
は
五
段
階
評
価

の
最
高
評
価
で
す
。 

　
「
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
は
、京
丹
後
市
の

二
、五
〇
〇
㌶
（
丹
後
全
体
の
約
七
割
）
を

中
心
に
、
宮
津
市
、
与
謝
野
町
、
伊
根
町
の

二
市
二
町
の
水
田
約
三
、五
〇
〇
㌶
で
生
産
。

京
都
府
内
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
生
産
の
四
分
の
一

程
度
に
あ
た
る
約
一
万
八
、〇
〇
〇
㌧
が
生

産
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
「
の
ぼ
り
旗
」
は
、
右
上
に
「
全
国
食
味

ラ
ン
ク
『
特
Ａ
』
産
地
」
と
表
示
し
た
ロ
ゴ
マ

ー
ク
を
、背
面
に
は
収
穫
前
の
稲
穂
と
一
升

枡
に
盛
っ
た
真
っ
白
な
お
米
を
配
置
し
、品

質
の
良
い
お
い
し
い
お
米
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

デ
ザ
イ
ン
と
し
て
い
ま
す
。
市
内
の
公
共
施

設
、
農
林
水
産
物
販
売
所
や
道
の
駅
を
中

心
に
約
百
三
十
本
を
設
置
。
施
設
な
ど
に

訪
れ
た
市
民
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、観
光

で
来
ら
れ
た
か
た
へ
、お
い
し
い
お
米
の
産

地
と
し
て
京
丹
後
市
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
と
と
も
に
、
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を

め
ざ
し
て
い
く
た
め
、
今
後
「
の
ぼ
り
旗
」

を
追
加
制
作
し
、
市
内
外
の
多
く
の
施
設

で
設
置
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

　
農
地
は
、
私
た
ち
の
食
料
供
給
に
欠
か

せ
な
い
生
産
基
盤
で
す
。 

　
し
か
し
、
担
い
手
不
足
、
高
齢
化
の
進

行
な
ど
の
理
由
か
ら
耕
作
放
棄
地
が
年
々

増
加
し
、
農
地
面
積
が
減
少
す
る
中
、
国

は
今
年
度
か
ら
、
耕
作
放
棄
地
を
解
消
し
て
、

営
農
を
開
始
す
る
農
地
の
地
主
お
よ
び
農

業
者
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
補
助
制
度

を
創
設
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
市
で
は
耕
作
放
棄

地
の
再
生
利
用
の
可
能
性
を
模
索
す
る
た
め
、

耕
作
さ
れ
て
い
な
い
農
地
の
地
主
や
担
い

手
農
家
の
み
な
さ
ん
の
意
向
を
把
握
す
る

目
的
で
、「
耕
作
放
棄
地
に
関
す
る
意
向
調

査
」
を
実
施
し
ま
す
。 

　
こ
の
調
査
を
基
に
、
耕
作
さ
れ
て
い
な
い

農
地
の
状
況
を
確
認
し
、
営
農
を
開
始
し
た

か
た
や
担
い
手
農
家
の
か
た
へ
営
農
を
集
積

す
る
こ
と
で
、
耕
作
放
棄
地
の
再
生
利
用
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

　
同
事
業
は
、
総
務
省
の
「
ふ
る
さ
と
ケ
ー

タ
イ
創
出
推
進
事
業
」
の
採
択
を
受
け
て
、

通
信
設
備
を
有
し
な
い
事
業
者
が
、
既
存
の

携
帯
電
話
事
業
者
の
通
信
設
備
の
一
部
を
借

り
入
れ
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
、
全
国
初

の
試
み
で
す
。
日
本
で
通
信
設
備
を
持
つ

た
め
に
は
第
一
種
通
信
事
業
者
と
し
て
認

定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、「
ふ
る

さ
と
ケ
ー
タ
イ
事
業
」
で
は
、
そ
の
資
格

を
有
さ
ず
に
通
信
事
業
に
参
入
で
き
る
の

が
特
徴
。
地
域
に
密
着
し
た
き
め
細
や
か

な
サ
ー
ビ
ス
を
、
大
手
通
信
事
業
者
以
外

の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
者
に
よ
り
提
供
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
の
創
出
も
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
丹
後
地
域
で
は
、「
地
域
の
新
鮮
な
農
水

産
物
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
旬
な
情
報
を
、

地
域
内
外
へ
提
供
し
て
観
光
客
の
利
便
性

の
向
上
を
図
る
」
ほ
か
、「
有
害
鳥
獣
捕
獲

檻
に
イ
ノ
シ
シ
な
ど
が
捕
獲
さ
れ
た
場
合
、

檻
付
近
に
設
置
し
た
カ
メ
ラ
が
こ
れ
を
感

知
し
て
、
位
置
情
報
や
写
真
を
電
子
メ
ー

ル
で
関
係
者
に
通
知
す
る
農
家
支
援
」
と

い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
サ
ー
ビ
ス
の

構
築
に
取
り
組
み
、
十
二
月
ご
ろ
の
サ
ー

ビ
ス
開
始
を
め
ざ
し
ま
す
。 

　
携
帯
電
話
の
通
信
網
を
活
用
し
、
地
域
に
適
し
た
き
め
細
や
か
な
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
め
ざ
す
「
ふ
る
さ
と
ケ
ー
タ
イ
」
事
業
を
、
丹
後
地
区
市
町
村
圏
事
務
組
合
（
宮

津
市
、
京
丹
後
市
、
伊
根
町
お
よ
び
与
謝
野
町
で
構
成
）
が
実
施
主
体
と
な
り
、
丹
後
地

域
で
本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

　
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
は
、
同
大
学
が
高

速
基
幹
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
整

備
す
る
の
を
機
に
、
市
が
最
寄
り
の
整
備
済

み
施
設
（
京
丹
後
市
地
域
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
か
ら
同
大
学
京
丹
後
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で

光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
延
伸
し
、
実
現
。
今
後
は
、

シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
同
大
学
本

校
で
開
催
さ
れ
る
講
演
会
や
無
料
講
座
の
視

聴
を
は
じ
め
、
講
師
の
か
た
に
来
丹
し
て
い

た
だ
か
な
く
て
も
、
市
内
事
業
者
を
対
象
と

す
る
会
議
や
相
談
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
市
が
同
大
学
と
の
連
携
事
業
と
し

て
行
っ
て
い
る
、
市
内
小
学
生
を
対
象
と
し

た
「
わ
く
わ
く
体
験
教
室
」
や
市
内
中
高
生

向
け
の
「
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
で
は
、
大
学
本
校
で

行
わ
れ
る
実
験
の
様
子
を
鮮
明
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
な
ど
、
教
育
面
で
の
活
用
も
可
能

と
な
り
、
ま
す
ま
す
産
学
公
連
携
が
進
む
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
五
月
二
十
五
日
に
は
、
同
シ
ス
テ
ム
の
開

通
を
記
念
し
て
中
山
市
長
と
江
島
義
道
京
都

工
芸
繊
維
大
学
長
と
の
テ
レ
ビ
会
談
が
行
わ

れ
、
中
山
市
長
は
「
大
学
の
す
べ
て
と
出
会

え
る
、
電
子
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
が
で
き
た
よ

う
な
思
い
。
今
ま
で
以
上
に
連
携
を
強
化
で

き
る
可
能
性
を
い
た
だ
き
あ
り
が
た
く
思
う
」

と
述
べ
、
江
島
学
長
は
「
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

活
用
す
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
近
く
で

協
力
し
な
が
ら
や
っ
て
い
け
る
。
大
い
に
役

割
を
果
た
し
て
欲
し
い
」
と
期
待
を
膨
ら
ま

せ
ま
し
た
。 

　京都工芸繊維大学京丹後キャンパス（網野町網野）に、
京丹後市地域公共ネットワークを活用した情報ネットワーク
が構築され、同大学本校（京都市左京区）と高速に情報をや
りとりできる高品質なテレビ会議システムが開通しました。 丹

後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ 

積
極
的
に

積
極
的
に 

中 

丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ 中 

積
極
的
に

積
極
的
に 

丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ 
至
高
の
味 

P
R
P
R

中 
　
譛
日
本
穀
物
検
定
協
会
が
実
施
す
る
「
全
国
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
、
西

日
本
唯
一
と
な
る
ニ
年
連
続
で
最
高
評
価
（
特
Ａ
）
を
獲
得
し
た
「
丹
後
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
市
で
は
「
の
ぼ
り
旗
」
を
製
作
し
ま
し
た
。

積
極
的
に 

耕作されていない農地の様子 

農
地
の
再
生
利
用
を
め
ざ
し
て 

「
耕
作
放
棄
地
に
関
す
る
意
向
調
査
」
を
実
施 

「
耕
作
放
棄
地
に
関
す
る
意
向
調
査
」
を
実
施 

「
ふ
る
さ
と
ケ
ー
タ
イ
」
事
業
事
業 

「
ふ
る
さ
と
ケ
ー
タ
イ
」
事
業
事
業 

「
ふ
る
さ
と
ケ
ー
タ
イ
」
事
業 

サ
ー
ビ
ス
開
始
に
向
け 

本
格
始
動 

ふるさとケータイ活用イメージ 

産学公連携事業にさらなる期待 

高品質 
テレビ会議システム開通 
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安 

心
・
安 

全 

安 

心
・
安 

全 
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民
家
近
く
の
急
傾
斜
地
の
状
況
を
現
地
確
認 

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
久
美
浜
町
野
中
） 

河
川
の
増
水
を
想
定
し
た 

「
積
み
土
の
う
工
法
」
の
訓
練
を
実
施 

京丹後市防災マップで、避難所や避難経路などをご確認ください 

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
命
お

よ
び
財
産
を
守
る
た
め
、
消
防

団
員
の
み
な
さ
ん
に
は
、
昼
夜

を
問
わ
ず
献
身
的
に
ご
活
動
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
出
水
期
を
間
近
に
控
え
た
六

月
七
日
に
は
、
消
防
団
員
の
み

な
さ
ん
に
さ
ら
な
る
防
災
技
術

の
向
上
を
図
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
、
消
防
団
指
導
員

の
み
な
さ
ん
な
ど
約
百
二
十
人

を
対
象
と
し
た
「
水
防
訓
練
」
を
、

吉
原
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
峰

山
町
安
）
で
実
施
し
ま
し
た
。 

 

　
訓
練
は
、
河
川
の
増
水
に
よ

り
堤
防
な
ど
が
崩
壊
す
る
危
険

性
の
高
ま
っ
た
場
合
を
想
定
。

被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
行
う

水
防
工
法
を
、
消
防
団
員
の
安

全
を
確
実
に
確
保
し
な
が
ら
実

施
す
る
た
め
の
技
術
習
得
に
向

け
、
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。 

　
激
し
い
川
の
流
れ
に
の
り

面
が
洗
わ
れ
る
こ
と
で
、
堤

防
が
削
り
取
ら
れ
た
り
崩
れ

た
り
す
る
の
を
防
ぐ
「
シ
ー

ト
張
り
工
法
」
や
、
増
水
し

た
川
の
水
が
、
堤
防
を
越
え

て
流
れ
出
す
の
を
防
ぐ
「
積

み
土
の
う
工
法
」
を
、
消
防

署
の
指
導
の
も
と
実
習
。
約

三
時
間
に
渡
っ
て
、
熱
心
に

技
術
の
習
得
に
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
。 

　
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
市
内
で

の
風
水
害
や
土
砂
災
害
な
ど
の
発

生
が
心
配
さ
れ
る
箇
所
の
現
状
把

握
や
対
策
、
避
難
警
戒
態
勢
の
確

立
な
ど
を
目
的
に
、
例
年
、
出
水

期
（
六
月
ご
ろ
）
を
前
に
行
っ
て

い
ま
す
。 

　
今
年
は
、
久
美
浜
町
野
中
の
急

傾
斜
地
お
よ
び
網
野
町
遊
の
が
け

崩
れ
現
場
（
い
ず
れ
も
民
家
付
近
）

で
実
施
。
担
当
職
員
か
ら
、
現
在

に
至
る
ま
で
の
経
過
や
現
状
、
周

辺
の
状
況
な
ど
の
説
明
を
受
け

た
後
、
現
地
を
入
念
に
確
認
し

ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
市
役
所
会
議
室
で

対
策
に
つ
い
て
検
討
。
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
っ
た
い
ず
れ
の
箇
所

も
「
決
壊
や
崩
壊
な
ど
の
恐
れ

が
大
で
あ
り
、
人
命
や
公
共
施

設
に
被
害
を
与
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
箇
所
」
で
あ
る
と
し

て
、「
危
険
度
Ａ
」（
危
険
度
の

高
い
順
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
と
判
定
。
具

体
的
対
策
に
つ
い
て
、
よ
り
詳

細
な
調
査
や
地
元
区
と
の
協
議

を
行
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

　
梅
雨
前
線
や
台
風
に
よ
る
集
中
豪
雨
な
ど
と
い
っ
た
風
水
害
の
発
生

し
や
す
い
時
期
を
控
え
、
市
で
は
京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
、
京
都
府

丹
後
土
木
事
務
所
、
京
丹
後
警
察
署
、
京
丹
後
市
消
防
団
な
ど
の
関
係

機
関
の
計
二
十
四
人
が
参
加
の
も
と
、
五
月
二
十
七
日
、
防
災
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部
と
市
で
は
、「
自
衛

官
募
集
相
談
員
」に
十
二
人
の
か
た
を
委
嘱
し
、五
月

二
十
七
日
、市
役
所
で
委
嘱
式
を
行
い
ま
し
た
。 

　
自
衛
官
募
集
相
談
員
は
、防
衛
問
題
や
自
衛
隊
に

関
心
が
あ
り
、地
域
の
事
情
に
精
通
さ
れ
て
い
る
か
た

な
ど
を
選
抜
し
、二
年
間
の
任
期
で
委
嘱
。
平
成
二
十

三
年
五
月
二
十
六
日
ま
で
の
間
、自
衛
隊
・
自
治
体
と

地
域
と
の
間
を
取
り
も
つ
橋
渡
し
役
と
し
て
、自
衛

隊
に
志
願
さ
れ
る
か
た
へ
の
情
報
提
供
や
相
談
、広
報

活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。 

氏　名 住　所 氏　名 住　所 
安達　健一 
酒井　博道 
塩谷　良樹 
坪倉　義美 
中井　　勇 
平田　祐志 

網野町網野 
網野町浜詰 
丹後町久僧 
弥栄町鳥取 
久美浜町 
弥栄町堤 

藤村　　昇 
松尾　信介 
松本　経一 
松本　信之 
吉岡　征男 
吉岡　　暁 

峰山町荒山 
網野町掛津 
大宮町周枳 
峰山町久次 
網野町木津 
久美浜町浦明 

電話番号 電話番号 
62-2867
72-3369
64-2363
62-0022
74-0581
83-0807

72-5352
74-0057
76-0152
65-3141
82-0341
65-3531

（50音順・敬称略） 自衛官募集相談員のみなさん 

　
近
年
、
前
例
の
な
い
局
地
的
な
豪
雨
な

ど
に
よ
り
、
市
内
で
も
短
時
間
で
の
河
川

の
大
幅
な
増
水
や
道
路
冠
水
、
家
屋
へ
の

浸
水
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

　
市
役
所
か
ら
は
、
降
水
量
な
ど
が
一
定

の
基
準
に
達
し
た
場
合
、
防
災
行
政
無
線

に
よ
り
避
難
情
報
を
放
送
し
ま
す
が
、
地

域
に
よ
っ
て
状
況
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
気

象
情
報
に
は
十
分
ご
注
意
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
雨
が
降
り
続
く
よ
う
な
場
合
に
は
、

ご
自
宅
の
周
辺
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
危

険
を
感
じ
た
ら
早
め
の
避
難
を
心
が
け
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

　
避
難
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
戸
配
布

し
て
い
ま
す
「
京
丹
後
市
防
災
マ
ッ
プ
」

を
ご
参
照
い
た
だ
き
、
避
難
経
路
と
と
も

に
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

　
大
雨
の
際
に
は
水
路
の
増
水
な
ど
に
よ

り
、
道
路
と
の
区
別
が
つ
か
な
く
な
る
な

ど
、
避
難
経
路
に
危
険
が
生
じ
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

ご
自
宅
の
二
階
や
近
く
の
安
全
な
場
所
に

一
時
的
に
退
避
し
て
い
た
だ
き
、
避
難
経

路
の
安
全
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
避
難
所
へ

避
難
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。 

　
ま
た
、
京
都
府
丹
後
土
木
事
務
所
に
よ

り
、
市
内
の
土
砂
災
害
の
危
険
な
箇
所
の

詳
細
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
調

査
に
基
づ
き
、
土
砂
災
害
の
恐
れ
が
高
い

区
域
を
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」
と
し
、

そ
の
中
で
も
特
に
人
命
へ
の
危
険
性
が
高

い
箇
所
を
「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」

と
し
て
い
ま
す
。
地
元
で
区
域
の
説
明
会

も
開
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
区
域
に
お

住
ま
い
の
場
合
は
、
特
に
雨
に
よ
る
土
砂

崩
れ
や
崩
壊
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

安心・安全な 安心・安全な 安心・安全な 

万
一
の
災
害
に
備
え 

出水期を控え 

～市消防団～ 

まちづくりに向け まちづくりに向け まちづくりに向け 

水防訓練 水防訓練 を実施 

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル 

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル 

を
実
施 

自衛官募集相談員 自衛官募集相談員 自衛官募集相談員 

地域と自衛隊とのパイプ役 

を委嘱 を委嘱 

危
険
を
感
じ
た
ら  

早
め
の
避
難
を 

避
難
所
ま
で
の
経
路
に
危
険
が
伴
う
場
合
は
、 

一
時
的
に
近
く
の
安
全
な
場
所
へ
避
難
を 

大雨などの 
際に 

大雨などの 
際に 
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堀 井 恭 司さん 
（峰山町在住） 
堀 井 恭 司さん 
（峰山町在住） 

西舞鶴運転区長 西舞鶴運転区長 

井 元 吉 郎さん 
（久美浜町在住） 

久美浜駅 

田 宮 道 久さん 
（弥栄町在住・24歳） 

新任運転士 新任運転士 指差喚呼（しさかんこ）で、見て、声を 
出して安全を確認します 

みんなで乗ると楽しさ倍増 

未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ 

　
　
　
　
　
便
利
な
鉄
道
を 

お客さまへのあいさつを 
大切にした券売業務 

             

　
Ｋ
Ｔ
Ｒ
養
成
運
転
士
の
第
一
期
生
と

し
て
、
昨
年
、
国
家
試
験
に
合
格
し
ま

し
た
。
お
客
様
の
命
を
お
預
か
り
し
て

い
ま
す
の
で
、
運
転
士
と
し
て
の
知
識

の
習
得
と
技
能
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

お
客
様
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
声
を

掛
け
て
い
た
だ
い
た
と
き
は
、
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
。 

　
丹
後
は
沿
線
の
季
節
ご
と
の
風
景
が

と
て
も
き
れ
い
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
多

く
の
か
た
に
ご
乗
車
い
た
だ
き
、
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。 

          

　
Ｋ
Ｔ
Ｒ
宮
津
線
も
、
地
域
の
み
な
さ

ん
の
ご
利
用
と
ご
支
援
に
よ
り
、
来
年

四
月
に
転
換
開
業
二
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。 

　
運
行
に
際
し
て
最
も
心
掛
け
て
い
る

こ
と
は
、
何
と
い
っ
て
も
安
全
の
確
保

で
す
。
冬
は
積
雪
、
夏
は
気
温
の
上
昇

に
伴
う
レ
ー
ル
の
膨
張
な
ど
に
よ
り
、

安
全
運
行
は
毎
日
が
真
剣
勝
負
で
す
。

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
運
転
指
令
・

車
両
線
路
保
守
管
理
な
ど
、
裏
方
の
支

援
が
不
可
欠
。
運
転
士
の
仕
事
は
、
い

わ
ば
鉄
道
業
務
の
集
大
成
で
す
。 

　
Ｋ
Ｔ
Ｒ
で
は
、
地
元
採
用
に
よ
る
組

織
の
若
返
り
を
進
め
な
が
ら
、
地
域
の

み
な
さ
ん
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き

る
人
材
育
成
に
向
け
、
知
能
・
技
能
の

継
承
を
熱
く
厳
し
く
行
い
、
運
転
士
と

し
て
の
心
構
え
を
指
導
し
て
い
ま
す
。 

　
新
任
運
転
士
や
ト
レ
イ
ン
ア
テ
ン
ダ

ン
ト
（
車
内
案
内
サ
ー
ビ
ス
）
が
、
み

な
さ
ん
の
ご
乗
車
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

          

　
お
も
て
な
し
の
接
客
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。
観
光
客
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、

駅
舎
は
ま
ち
の
第
一
印
象
を
左
右
す
る
、

ま
さ
に
玄
関
口
。
お
も
て
な
し
の
気
持

ち
が
少
し
で
も
伝
わ
る
よ
う
に
、
駅
舎

周
辺
に
花
の
植
栽
も
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
か
た
か
ら
花
を
い
た
だ
い
た
り
、

園
児
や
中
学
生
も
プ
ラ
ン
タ
ー
に
花
を

植
え
た
り
し
て
く
れ
ま
し
た
。
子
供
た

ち
が
大
き
く
な
っ
て
も
、
地
域
の
鉄
道

を
愛
す
る
大
人
に
育
っ
て
も
ら
え
る
と

う
れ
し
い
で
す
ね
。 

　北近畿タンゴ鉄道では平成19年度から、開業以来初となる運転

士候補生を採用し、独自に運転士を養成するとともに組織の若返り

に取り組んでいます。今回は、KTRの安全運行などを支える市内在

住のみなさんの活躍を紹介します。 

430円 

人　数 区　分 普通運賃 割引後 割引率 

8人～50人 390 円 
51人以上 350 円 

　
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
）
の
輸
送
人
員

が
、
二
年
連
続
で
増
加
し
、
平
成
二
十
年
度
に
は

二
百
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
Ｋ
Ｔ
Ｒ
で
は
、
地
域

の
み
な
さ
ん
に
ま
す
ま
す
身
近
な
鉄
道
と
し
て
親

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
今
回
は
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ
の
団
体
割
引
制
度
や
イ
ベ
ン

ト
企
画
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ
に
関
す
る
お
得
な
情
報
の
ほ
か
、

鉄
道
事
業
を
支
え
る
み
な
さ
ん
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。 

　網野地域公民館では、6月6日、久美浜
町の浜公園で「カヌー体験教室」を開催。
鉄道利用とカヌー体験を楽しみました。
学校区の枠を超えて地域の交流を深め
ました。 

例） 峰山駅～天橋立駅間の1人あたりの普通運賃（片道） 

　KTRサポーターズクラブは、地域の
重要な交通手段であるKTRの利用促
進を図り、地域に密着した利用しやす
いKTRについてみなさんと共に考えな
がら、支援するための活動を実施します。 
　KTRに関心のあるかたなど、どなたで
もご入会いただけます。ぜひお申し込み
ください。 

お問い合わせ先 KTR利用促進協議会事務局（蕁 0772-22-2121） 

特　　典 
・会員優先イベント列車のご案内 

・そのほか、沿線イベント情報をご提供 

・KTRのご利用で貯まるポイントカードを進呈 
　（10ポイント貯まると加盟店で500円分のお買い物にご利用いただけます） 

会　　費 

・一般会員1年 1,000円 
・一般会員3年 3,000円 （有効期限：平成24年3月31日） 

（有効期限：平成22年3月31日） 

申し込み 
天橋立駅１階または宮津駅１階の譖天橋立観光協会で、申込書に必要
事項をご記入の上、入会金を添えてお申し込みください。 
※このほか、銀行や郵便局でのお申し込みもできます。詳しくは、ＫＴＲ利
用促進協議会事務局へお問い合わせください。 

一　般 

220円 学校利用 
（小学校） 

8人～50人 180 円 
51人以上 160 円 

430円 学校利用 
（中学校） 

8人～50人 310 円 
51人以上 260 円 

10％引き 
20％引き 
20％引き 
30％引き 
30％引き 
40％引き 

※団体割引のご利用は、事前に乗車駅での申し込みが必要となり
ます。また、学校利用の場合は、学校長の証明する団体申込書
と学校の教職員などの引率が必要となります。 

人材の若返りで組織を活性化 

毎
日
が
真
剣
勝
負 

安
全
運
行
は 

「
あ
り
が
と
う
」
の
一
言
が 

　
　
　
励
み
に
な
り
ま
す 

お
も
て
な
し
の
心
を 

安心・安全運行に真剣に取り組んでいます 安心・安全運行に真剣に取り組んでいます 

大
切
に
し
て
い
ま
す 

運 転 業運 転 業 務 運 転 業運 転 業 務 運 転 業 務 

運転管理業運転管理業務 運転管理業務 運転管理業務 

窓口案内窓口案内・券売業務 窓口案内・券売業務 窓口案内・券売業務 

団体割引をご利用ください 

地域の行事などでも 
ご利用いただいています 
地域の行事などでも 

ご利用いただいています 

サポーターズクラブ会員を募集 
乗って育てるＫＴＲ 乗って育てるＫＴＲ 乗って育てるＫＴＲ 

地域のみなさんに親しまれる 地域のみなさんに親しまれる 

鉄道をめざします 鉄道をめざします 

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道 

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道 

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道 
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ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

海
開
き
・
行
政
委
員 

京
都
府
水
難
救
済
会
の
み
な
さ
ん
に 

　
　
　
　
よ
る
水
難
救
助
訓
練
を
実
施 

み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る 

　
こ
と
を
願
い
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
さ
れ
ま
し
た 

　夏の到来を告げる「海開き」（京丹後市観光協

会主催）が6月2日に行われ、市内の16か所

の海水浴場が一斉にオープンしました。 

　海開きは例年7月に行われていましたが、6月

の安定した天候を活かし、観光客のみなさんや海

水浴に来られるみなさんに少しでも長い間海に親

しんでいただこうと、初めて1か月前倒しで実施。

照りつける太陽の下、琴引浜掛津海水浴場（網野

町掛津）で海開き安全祈願式が開催されました。 

　式典では、府や市の関係者および地元の代表の

かたなど約60人が参列。網野神社の西川宮司に

よる祝詞などで海水浴シーズンの安全を祈願し、

テープカットで海水浴場のオープンを祝福しまし

た。 

　また、式のあとには京都府水難救済会のみなさ

んによる水難救助訓練が披露されました。 
　
近
隣
の
大
学
、企
業
お
よ
び
行
政
が
連
携

し
、若
者
が
市
域
外
に
流
出
す
る
こ
と
な
く

学
業
に
専
念
で
き
、卒
業
後
も
市
内
に
定
住

可
能
な
仕
組
み
づ
く
り
を
図
る
こ
と
。 

  

　
市
立
久
美
浜
病
院
に
看
護
・
医
療
・
福
祉

等
専
門
学
校
を
併
設
し
、看
護
師
な
ど
の
養

成
と
併
せ
さ
ら
な
る
地
域
医
療
の
中
核
を

担
う
場
と
し
て
発
展
的
に
取
り
組
む
こ
と
。 

  

　
奨
学
金
制
度
を
充
実
さ
せ
、ふ
る
さ
と
を

愛
し
、互
い
を
思
い
や
る
豊
か
な
心
を
持
っ
た

人
が
育
つ
環
境
の
整
備
を
図
る
こ
と
。 

  

　
観
光
を
軸
と
し
て
、各
種
産
業
が
有
機
的

に
連
携
し
た
仕
組
み
づ
く
り
を
全
市
的
に
一

層
図
る
こ
と
。 

  

　
地
震
な
ど
自
然
災
害
に
対
す
る
常
日
ご

ろ
か
ら
の
防
災
体
制
の
強
化
と
と
も
に
、子

ど
も
、高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
社
会
的
弱
者

が
日
常
生
活
の
中
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
や
体
制
づ
く
り
を
図
る
こ
と
。 

  

　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」の
視
点
か
ら
、地

域
住
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む
地
域
活
動

を
活
性
化
す
る
た
め
に
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
の
展
開
が
可
能
な
仕
組
み
づ
く
り
を
構

築
す
る
こ
と
。 

　
近
年
、
若
者
の
流
出
に
よ
り
人
口
減
少
が
著

し
く
少
子
高
齢
化
は
進
み
、
高
齢
者
比
率
も
三

三
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
地
域
社
会

は
、
集
落
を
単
位
と
し
て
自
治
組
織
が
形
成
さ

れ
、
地
域
共
同
体
と
し
て
自
立
し
た
活
動
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
は
、「
結

い
の
心
」
の
希
薄
化
に
よ
り
地
域
の
連
帯
感
が

弱
ま
り
、
自
治
組
織
の
維
持
が
困
難
な
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
本
協
議
会
の
議
論
の
中
で
も
と
り

わ
け
、
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩
と
し
て
、
若
者

の
定
住
対
策
を
行
う
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。 

　
市
立
久
美
浜
病
院
は
、
地
域
医
療
の
拠
点
と

し
て
久
美
浜
地
区
住
民
の
心
の
支
え
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
は
、
委
員
の

一
致
し
た
思
い
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
久
美

浜
病
院
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
高
度

医
療
の
対
応
な
ど
安
心
で
き
る
医
療
体
制
と
合

わ
せ
看
護
師
な
ど
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
充
実
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。 

　
自
治
組
織
は
、
そ
こ
に
住
む
人
々
が
お
互
い

の
自
主
性
と
人
格
を
尊
重
し
な
が
ら
、
誇
り
と

連
帯
感
を
持
つ
民
主
的
な
共
同
体
で
あ
る
こ
と

が
不
可
欠
の
条
件
で
あ
り
、
地
域
住
民
が
一
体

と
な
っ
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
最
も

大
切
で
あ
り
ま
す
。 

　
久
美
浜
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
ま
ず
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
強
化
で
き
る
よ
う
、

暮
ら
し
の
中
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
な
交
流
機

会
の
拡
大
を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
京
丹
後
市
の
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
互
い
を
思
い
や
る

豊
か
さ
を
持
っ
た
人
に
育
つ
環
境
の
整
備
を
図

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。 

　
次
に
、
久
美
浜
町
は
古
来
か
ら
農
林
水
産
業

を
中
心
に
栄
え
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
一
次
産

業
を
核
と
し
た
産
業
構
造
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
最
近
の
一
次
産
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
鳥
獣
被
害
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
、
た
い
へ
ん
厳
し
く
従
来
の
単
独
業
種

を
振
興
す
る
だ
け
で
は
地
域
の
振
興
は
困
難
な

状
況
で
あ
り
、
今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
が

有
機
的
に
連
携
し
た
独
自
の
産
業
構
造
の
確
立

の
た
め
に
、
さ
ら
な
る
努
力
が
望
ま
れ
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
地
震
な
ど
災
害
に
対
す
る
日
ご
ろ

か
ら
の
防
災
体
制
の
強
化
と
と
も
に
、
子
ど
も
、

高
齢
者
、
障
害
者
が
日
常
生
活
の
中
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
や
体
制
づ
く
り
を
図

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
住
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む
地
域

活
動
を
活
発
に
す
る
た
め
に
、
市
民
の
役
割
と

そ
れ
を
支
援
す
る
行
政
の
役
割
を
具
体
的
に
明

確
に
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。 

　
久
美
浜
地
域
に
と
ど
ま
ら
ず
京
丹
後
市

が
「
住
ん
で
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
、

訪
れ
て
み
た
い
」
と
思
え
る
魅
力
あ
る
ま

ち
を
創
造
す
る
た
め
に
、
市
民
と
行
政
が

共
に
手
を
携
え
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
上
で
の
道
し
る
べ
と
し
て
提
言
し
ま

す
。 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
提
言
趣
旨
な
ど
を 

一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

東　幹 夫さん （丹後町間人） 

任期：平成21年6月23日 
　　　～平成25年6月22日（4年間） 

弥 栄 病 院 

久美浜病院 

看護部 

看護部 

技術部 

助 産 師（新規採用） 

看 護 師（新規採用） 

看 護 師（新規採用） 

臨床検査技師（新規採用） 

理学療法士（新規採用） 

（採用：7月1日付け） 

（採用：4月1日付け） 

千田　友子 

日下部亜希子 

蒲生　祐弓 

看護師（新規採用） 今西　直美 

谷口　　愛 

前野　伸輔 

企画総務部 部長（新規採用） 渡部　貴徳 

医　療　部 間人診療所長（新規採用） 岡藤　賢二 

　7月1日付けで職員の配置換えを行いましたので、お
知らせします。 
　また、4月1日付けで新規採用した職員のうち、平成21
年3月1日現在で「採用に必要な資格を取得見込み」で
あったため、本紙4月号でお知らせしていなかった職員の
配置についてもお知らせします。 

夏を先取り！ひと足早く6月に市内各地で海開き 夏を先取り！ひと足早く6月に市内各地で海開き 
夏だ ! 海だ ! 太陽だ!!夏だ ! 海だ ! 太陽だ!!夏だ ! 海だ ! 太陽だ!! 魅力 魅力 魅力 

6月16日 6月16日 6月16日 
久美浜町まちづくり協議会 久美浜町まちづくり協議会 久美浜町まちづくり協議会 

　まちづくり協議会は、市民のみなさんが市政に積極
的にご参加いただけるよう、市民のみなさんと行政と
の協働による地域の振興や発展などについて、市長
および教育委員会に対して提言などを行える組織です。 
　今回は、「久美浜町地域まちづくり協議会」（板垣
久彌会長）から、地域振興政策として次のとおり6つ
の提言をいただきましたのでご紹介します。 

提
言
ニ
　
地
域
医
療
の
充
実 

提
言
ニ
　
地
域
医
療
の
充
実 

提
言
一
　
若
者
定
住 

提
言
一
　
若
者
定
住 

提
言
三
　
心
豊
か
な
人
づ
く
り 

提
言
三
　
心
豊
か
な
人
づ
く
り 

提
言
四
　
新
た
な
産
業 

提
言
四
　
新
た
な
産
業 

提
言
五
　
安
心
・
安
全
ま
ち
づ
く
り 

提
言
五
　
安
心
・
安
全
ま
ち
づ
く
り 

提
言
六
　
市
民
と
行
政
の
協
働 

提
言
六
　
市
民
と
行
政
の
協
働 

提
言
の
趣
旨

提
言
の
趣
旨 

提
言
の
趣
旨 

六
つ
の
提
言

六
つ
の
提
言 

六
つ
の
提
言 

あるまちづくりへ あるまちづくりへ あるまちづくりへ 
市長へ 市長へ 市長へ 提言 提言 提言 

監査委員 

職 員 配 置 行政委員会委員を 
選  任 
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誌
上
経
営
セ
ミ
ナ
ー 

京
都
府
の
ひ
ろ
ば 

21 20

京都府の 
ひろば 

　平成20年9月号から、京
都府で取り組まれています
市民生活にかかわる事業な
どについてご紹介しています。 

ヒ
ツ
ジ
や
ヤ
ギ
と 

　
ふ
れ
あ
う
こ
と
も
で
き
ま
す 

ラ
ベ
ン
ダ
ー
は
、 

　
七
月
下
旬
ご
ろ
ま
で
咲
い
て
い
ま
す 

毎
朝
早
い
ん
で
す
ね
。 

たなか 

種　　類 
黒毛和種 
乳用牛（育成） 
ヒツジ 
ヤ　ギ 
ミニチュアホース 
ウサギ 
ハクチョウ・ガチョウ 

合　　計 

頭 羽 数 
150
50
20
20
2

3
10

255

　
京
都
府
の
農
林
水
産
関
係
の
八
つ
の
試
験
研
究
機
関
は
、
本
紙
五
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、
一
つ
に
統
合
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
碇
高

原
牧
場
で
は
、
統
合
に
伴
い
育
成
牧
場
機
能
の
さ
ら
な
る
強
化
に
向
け

て
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

お
問
い
合
わ
せ
先 

京
都
府
農
林
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー 

畜
産
セ
ン
タ
ー
　
碇
高
原
牧
場 

（
蕁
七
六
ー
一
一
二
一
） 

親、子とも含んだ飼育頭羽数 　
同
牧
場
は
、
昭
和
五
十
四
年
に

開
場
し
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
三
十

年
を
経
過
し
ま
し
た
。
牧
場
の
広

さ
は
約
八
八
㌶
と
、
近
畿
で
も
最

大
級
。
牛
を
は
じ
め
ヒ
ツ
ジ
や
ヤ

ギ
、
ウ
サ
ギ
な
ど
合
計
約
二
百
五

十
五
頭
羽
の
家
畜
を
飼
育
し
て
い

ま
す
。 

            

　
約
百
頭
を
飼
育
し
て
い
る
黒

毛
和
種
（
肉
用
繁
殖
牛
）
か
ら
は
、

年
間
約
五
百
の
受
精
卵
と
約
七

十
頭
の
子
牛
が
生
産
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
を
畜
産
農
家
に
譲
渡
し

て
お
り
、
そ
の
一
部
は
、
高
級

牛
肉
な
ど
と
し
て
京
丹
後
市
に

も
帰
っ
て
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
約
五
十
頭
の
乳
牛
も
、

妊
娠
牛
と
し
て
農
家
に
払
い
下

げ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
乳
牛
は
、
一

頭
あ
た
り
年
間
約
九
千
キ
ロ
グ
ラ

ム
も
の
牛
乳
を
生
産
す
る
よ
う
に

な
り
、
み
な
さ
ん
に
お
届
け
で
き

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

    

　
同
牧
場
に
は
、
ヒ
ツ
ジ
や
ヤ
ギ
、

ウ
サ
ギ
に
い
つ
で
も
ふ
れ
あ
う
こ

と
が
で
き
る
施
設
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
六
年
前
か
ら
は
、
ハ
ク
チ

ョ
ウ
や
コ
イ
の
エ
サ
や
り
体
験
（
無

料
）
、
ラ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
に
落

書
き
を
す
る
「
思
い
出
コ
ー
ナ
ー
」

を
常
設
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
四
年
前
に
植
栽
を
始
め

た
一
千
五
百
株
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
は
、

地
元
宇
川
地
域
の
か
た
を
中
心
に

組
織
さ
れ
て
い
る
「
海
の
見
え
る

ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
の
会
」
の
み
な
さ

ん
の
お
か
げ
で
、
一
斉
に
咲
き
は

じ
め
て
お
り
、
「
海
の
日
」
を
す

ぎ
る
こ
ろ
ま
で
、
紫
の
じ
ゅ
う
た

ん
の
よ
う
に
咲
き
続
け
ま
す
。
ぜ

ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
誌
上
経
営
セ

ミ
ナ
ー
を
担
当
す
る
吉
田
で
す
。
今
日
も

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
ご
一
緒
に
勉
強
し
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
！ 

 

　
さ
て
今
回
は
「
好
き
な
店
員
さ
ん
」
の

話
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
実
は
私
、
大
の

コ
ー
ヒ
ー
党
で
、
特
に
朝
食
時
に
は
コ
ー

ヒ
ー
が
必
須
。
独
身
時
代
に
は
、
毎
日
の

朝
食
を
カ
フ
ェ
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
（
似
合
う
か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
…
）。

当
時
、
職
場
近
く
に
は
、
朝
七
時
に
開
店

す
る
カ
フ
ェ
が
一
軒
し
か
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
仕
方
な
く
毎
朝
同
じ
カ
フ
ェ

を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
カ
フ
ェ
を
使
い
は
じ
め
て
数
日
経

っ
た
こ
ろ
、
い
つ
も
の
よ
う
に
レ
ジ
で
支

払
い
を
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
お

店
の
店
員
さ
ん
に
あ
る
言
葉
を
か
け
ら
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
一
言
で
私
は
一
気

に
そ
の
お
店
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
し
ま
い
、

そ
れ
ま
で
は
朝
だ
け
し
か
行
か
な
か
っ
た

そ
の
お
店
を
、
昼
も
夕
方
も
夜
も
使
う
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
一
言
と
は
… 

        

　
…
え
、
た
っ
た
そ
れ
だ
け
？
そ
う
な
ん

で
す
、
た
っ
た
そ
れ
だ
け
。
し
か
し
こ
の

一
言
に
は
私
の
心
を
つ
か
む
大
切
な
ポ
イ

ン
ト
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、 

「
こ
の
店
員
さ
ん
は
『
私
』
を
覚
え
て
く
れ

て
い
る
」 

と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
通
常
、
お
店
に
行
く
と
店
員
さ
ん
は
、

私
の
こ
と
を
「
大
勢
の
中
の
一
人
」
と
し

て
し
か
認
識
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
通
り
一

遍
の
あ
い
さ
つ
と
お
礼
だ
け
で
は
、
私
の

心
は
動
き
ま
せ
ん
。 

　
と
こ
ろ
が
、「
こ
の
人
は
い
つ
も
朝
早
く

に
来
店
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
、

つ
ま
り
私
の
存
在
を
意
識
し
て
く
れ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
瞬
間
、
そ
の
お

店
が
と
て
も
心
地
い
い
空
間
に
変
わ
っ
た

の
で
す
。
お
そ
ら
く
あ
な
た
に
も
常
連
に

な
っ
て
い
る
お
店
が
あ
れ
ば
、
こ
の
気
持

ち
を
ご
理
解
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
、「
つ
い
つ
い
足
を
運

ん
で
し
ま
う
お
店
」
と
い
う
の
は
、
顧
客

の
こ
と
を
「
名
無
し
の
権
兵
衛
」
で
は
な
く
、

「
○
○
さ
ん
」
と
い
う
個
々
の
固
有
名
詞
で

認
識
し
、
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い

で
す
。
こ
の
こ
と
は
つ
ま
り
、
お
客
さ
ま

を
「
全
体
」
で
捉
え
る
の
で
は
な
く
、「
個
」

で
捉
え
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。 

　
さ
て
こ
こ
で
、
こ
の
こ
と
を
あ
な
た
自

身
の
ご
商
売
に
当
て
は
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
は
、
営
業
活
動
に
お
い
て
「
だ
れ

が
お
客
さ
ま
な
の
か
」
を
し
っ
か
り
考
え

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？
例
え
ば
チ
ラ

シ
を
作
る
と
き
に
、「
見
た
目
」
に
ば
か
り

心
を
奪
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
チ
ラ

シ
が
「
だ
れ
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
か
」

を
意
識
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？ 

　
以
前
は
「
マ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」（
大

衆
向
け
に
一
斉
に
広
告
す
る
こ
と
）
が
主

流
で
し
た
が
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ
ふ

れ
か
え
る
こ
の
時
代
に
お
い
て
は
、「
関
係

性
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
が
主
流
に
な
っ
て

い
ま
す
。「
関
係
性
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と

い
う
の
は
、「
お
客
さ
ま
と
の
関
係
を
深
め

て
い
く
こ
と
で
信
頼
関
係
を
作
り
上
げ
る

こ
と
」
を
意
味
し
ま
す
。
売
り
手
の
こ
と

を
信
頼
し
て
い
る
買
い
手
と
い
う
の
は
、
無

条
件
に
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
買
っ
て
く
れ
ま

す
。「
信
頼
で
き
る
こ
の
人
が
言
う
の
だ
か

ら
間
違
い
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
購
買
を

後
押
し
す
る
わ
け
で
す
。 

　
と
す
れ
ば
、
仮
に
ど
ん
な
に
見
た
目
の
い

い
チ
ラ
シ
を
作
っ
て
も
、
そ
れ
が
「
自
分
に

向
け
ら
れ
た
も
の
」
だ
と
思
わ
な
け
れ
ば
、

だ
れ
も
見
向
き
も
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

逆
に
、
見
た
目
が
少
々
安
っ
ぽ
く
て
も
、
冒

頭
に
「
○
○
さ
ん
へ
」
と
書
い
て
あ
る
手
紙

の
方
が
、
そ
の
お
客
さ
ま
の
気
持
ち
に
届
く

も
の
な
の
で
す
。 

　
も
ち
ろ
ん
、
一
般
的
な
チ
ラ
シ
に
は
宛
名

を
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で

も
「
関
係
性
」
を
重
視
す
る
こ
と
は
可
能
で

す
。
も
し
チ
ラ
シ
を
作
る
機
会
が
あ
れ
ば
、

ぜ
ひ
「
特
定
の
だ
れ
か
（
一
人
だ
け
で
結
構

で
す
）」
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
そ
の
人

だ
け
を
振
り
向
か
せ
る
よ
う
な
チ
ラ
シ
を
作

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
言
葉
も
デ
ザ
イ
ン
も

一
人
の
た
め
だ
け
に
考
え
る
。
そ
の
こ
と
が

チ
ラ
シ
の
説
得
力
を
高
め
て
く
れ
ま
す
。
試

し
に
ぜ
ひ
一
度
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。 

 

　「
お
客
さ
ま
は
だ
れ
な
の
か
」
と
い
う
こ

と
は
、
当
た
り
前
す
ぎ
て
意
識
し
て
こ
な
か

っ
た
―
そ
ん
な
か
た
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し

ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
日
か
ら

は
あ
え
て
お
客
さ
ま
を
「
せ
ま
く
」
定
義
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
商
売
も
恋
愛
も
、
一
途
な

気
持
ち
ほ
ど
相
手
に
届
き
や
す
い
で
す
か
ら
。 

京
都
府
農
林
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
畜
産
セ
ン
タ
ー 

京
都
府
農
林
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
畜
産
セ
ン
タ
ー 

碇
高
原
牧
場 

安心・安全な畜産物と 
憩いの空間を提供 

安心・安全な畜産物と 
憩いの空間を提供 

憩
い
の
場
所
へ 

　
ご
来
場
く
だ
さ
い 

「
お
客
さ
ま
は 

　
　
　
い
っ
た
い
だ
れ
？
」 

「
お
客
さ
ま
は 

　
　
　
い
っ
た
い
だ
れ
？
」 

講
師 

・ 

吉
田
俊
也
さ
ん 

事
業
者
の
み
な
さ
ん
を
支
援
し
ま
す 

経
営
セ
ミ
ナ
ー

経
営
セ
ミ
ナ
ー 

経
営
セ
ミ
ナ
ー

経
営
セ
ミ
ナ
ー 

経
営
セ
ミ
ナ
ー 
誌
上 

第
三
回 
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血 

市内献血受付数の推移 

献血者数は減少傾向にあります。みなさんのご協力が、 
かけがいのない命を救います。 

H16

H20

H19

H18

H17

2,902

2,712

2,810

2,800

2,898

2,600 2,700 2,800 2,900 3,000（人） 

（年度） 

　「娘にとって献血は、いのちのリレーみたいなもの。

献血パックには採血された場所が明記されているので

す。あるとき、そこに『沖縄』と書いてあり・・・娘

と２人ですごく感動したのを覚えています。遠く沖縄

からはるばる海を越えて、うちの子を助けるためにや

って来てくれたんだなあって」。 

　真彩ちゃんが急性リンパ性白血病と診断されたのは、

５歳の時。それ以来お母さんと二人三脚で闘病生活を

乗り越えてきました。 

　「おしゃまな女の子なので、髪が命だったんですよ。

だから、私に切られた日は、相当ショックだったみた

い。わんわん泣いていました」。 

　抗がん剤の副作用で髪が抜けるのを心配し、お母さ

んが真彩ちゃんの髪を短くそろえた頃は、「次はどう

なるのだろう」という先の見えない不安にさいなまれ

ていた真彩ちゃんとお母さん。 

　それでも輸血を受ける時は、『大丈夫、また助かった』

と思えたそうです。「誰かのこの血液がこの子の体の

中で根付くということが、初めはどこか不思議でした

が、実際こうしてどんどん元気になっていく。とにか

く『ありがとう』の気持ちでいっぱいですね」。 

　「今は、この子が家に帰ってきて、家族みんなで一

緒にご飯が食べられる。その当たり前の生活こそが、

かけがえのない幸せなんだと心から実感しています」。 

 

　昨年２月に発症。現在は通院しながら病気と闘う日々。

また長い髪を自慢できるようになるまで・・・あとも

う少し。献血でつながる命を大切にしていきたいです

ね。 

 

　献血バスは、昨年度 1年間に市内の 41会場で 36

日稼動。会場には総勢 2,712 人のかたにお越しいた

だきました。 

　稼動１回あたりの、400ml献血にご協力いただい

たかたの平均人数は62.6人。市内総献血数の98.7％

にのぼりました。（19年度…63.6人，比率97.1％） 

　現在医療機関では、患者さんへの輸血後に肝炎な

どが発生する機会を少なくするために、可能な限り

400ml 献血を使用しています。市民のみなさんの、

400ml献血への深いご理解とご協力に、心から感謝

を申し上げます。 

　血液は、人の手でつくることができません。献血
は命と命をつなぎ、人々の善意で支えられています。 
　人口が減少している中、献血者数も減ってきてい
ますが、21年度も昨年度同様、年間を通じて市内各
地の会場で献血を実施いたします。みなさんのご協
力をお待ちしています。 

「家にいられる、食事ができる、その当たり前のことが幸せ」 

ステーション 
での収集 

最終処分場 
への直接持込み 

＝9月30日まで＝ 
変更前 

＝10月1日から＝ 
変更後 

次の3通りの方法です 

①コンテナに入れて出してください 

②従来の市指定不燃用ごみ袋に入れて出してください 

③旧町時代の指定不燃用ごみ袋に入れて出してください 

①新しい市指定不燃用ごみ袋に入れて出してください 

・入れ物は問いません 

・20kgごとに100円 

（「旧竹野郡3町の不燃用ごみ袋」での持ち込みの場合は、 

袋代金にごみ処理費用の一部が含まれているため無料と 

なります） 

・各市民局の窓口で販売しています 販売場所 

販売金額 
①10円／１袋（30㍑・消費税込） 

（代金にごみ処理費用は含まれていません）　 

①20円／１袋（30㍑・消費税込） 

②30円／１袋（45㍑・消費税込） 

（代金にごみ処理費用の一部が含まれています） 

・ 入れ物は問いません 

・ 20kgごとに100円 

 （「旧竹野郡3町の不燃用ごみ袋」「新しい不燃用ごみ袋」 

 での持ち込みの場合は、袋代金にごみ処理費用の一部が 

 含まれているため無料となります） 

・現在、可燃ごみの指定袋を取り扱っている市内の店 

　舗で販売が始まります 

◇不燃ごみ袋有料化の経緯◇ 

平成17年12月20日………市長より、合併後もなお市域で統一されていない「不燃ごみ処理方法の一本化」について、 

　　　　　　　　　　　　　京丹後市廃棄物減量等推進審議会に諮問を行う。 

平成20年　６月30日………同審議会において審議が繰り返され、不燃ごみの減量、処理の効率化、排出量に応じた公平 

　　　　　　　　　　　　　な費用負担などの観点から、「市内全域の収集方法と収集回数の統一化」、「不燃ごみ袋の有 

　　　　　　　　　　　　　料化」などが答申される。 

平成21年　３月27日………市議会において、「不燃ごみ袋の有料化」に関する条例が可決される。 

平成21年10月　１日………新しい不燃ごみ袋による収集・処理がスタート。（予定） 

　　　　　　　　　　　　　　（※市内全域の「収集回数の統一化」については、開始時期を現在検討しております。 

■平成22年3月31日までは、現在同様お使いいただけます。 

■既に購入済のものは、そのままお使いいただけます。 

 

＜＜お願い＞＞ 

　　市内全域の統一の早期実現に向け、９月末までは、古いタイプのごみ袋の購入を必要最小限に抑える 

　　など、市民のみなさんのご協力をよろしくお願いします。 

①現在販売中の黄色い市指定の 
　不燃用ごみ袋 

②旧町時代の不燃用ごみ袋 
　（無色に赤字） 

③黄色いコンテナ 

　市では、不燃ごみの減量化と処理
効率化などを目的に、10月１日から、
不燃ごみの指定袋が有料化となります。 
　これに伴い、不燃ごみの出し方を
次のとおり変更しますので、市民の
みなさんのご理解・ご協力をよろし
くお願いします。 

不
燃
用
ご
み
袋 

収
集
・
持
ち
込
み
方
法 

ごみステーションでの収集、最終処分場への直接持ち込み、不燃用ごみ袋の 
販売などを次のとおり変更します。 

変更日 

※詳しくは　市民課（蕁69-0210）へお問い合わせください。 

になり になり 前年度より100人減少 
平成20年度は総勢2,712人のかたに 
お越しいただきました 

「娘にとって献血はいのちのリレーみたいなもの」 
（日本赤十字社「献血Walker」より抜粋） ～峰山真彩ちゃん（６歳）の場合～ 

７月は「愛の血液助け合い運動」月間です ７月は「愛の血液助け合い運動」月間です 平成21年10月１日から 平成21年10月１日から 

不燃ごみの出し方 不燃ごみの出し方 不燃ごみの出し方 
不燃用ごみ袋が有料化 
不燃ごみの出し方 不燃ごみの出し方 不燃ごみの出し方 

経過措置はないの？ 原則的には上表のとおりですが、新しい不燃用ごみ袋への移行期間として、次の 
方法もできます。 

不燃用ごみ袋が有料化 
が変わります が変わります 

どんなふうに変わるの？ 
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に
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は
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健康推進課（蕁 69-0350） 

妊娠、出産のことで不安なこと、妊婦健診のことでわから
ないことなどありましたら、お気軽にご相談ください。 

　
市
で
は
、
妊
婦
さ
ん
の
健
康

診
査
に
関
し
て
昨
年
度
ま
で
基

本
受
診
五
回
分
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
積
極

的
に
受
診
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

今
年
度
か
ら
助
成
制
度
を
拡
充
し
、

基
本
受
診
十
四
回
と
、
検
査
項

目
ご
と
の
追
加
受
診
十
二
回
の

計
二
十
六
回
分
の
助
成
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
四
月
以
降
、

妊
娠
届
を
提
出
さ
れ
た
妊
婦
さ

ん
に
は
、
こ
の
受
診
券
を
綴
っ

た
「
妊
婦
健
康
診
査
受
診
券
綴
」

を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。 

　
昔
か
ら
「
お
産
は
病
気
で
は

な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
し
、

医
療
が
日
々
進
歩
す
る
と
と
も

に
出
産
時
の
リ
ス
ク
も
減
っ
て

き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
出
産
は
、

現
在
で
も
危
険
を
伴
う
も
の
で
、

一
〇
〇
％
の
安
全
が
保
証
さ
れ

て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

赤
ち
ゃ
ん
の
安
全
と
妊
婦
さ
ん

の
健
康
の
た
め
に
、
受
診
先
の

医
師
の
指
示
に
従
っ
て
、
必
要

な
健
診
は
確
実
に
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
京
丹
後
市
で
お
渡
し
す
る
妊

婦
健
康
診
査
受
診
券
綴
は
、
京

都
府
内
の
医
療
機
関
お
よ
び
兵

庫
県
豊
岡
市
の
豊
岡
病
院
と
日

高
医
療
セ
ン
タ
ー
で
使
用
で
き

ま
す
。 

　
受
診
券
に
は
、
何
の
検
査
に

つ
い
て
の
券
で
あ
る
か
が
そ
れ

ぞ
れ
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
記

載
の
検
査
内
容
に
つ
い
て
は
一

定
の
金
額
を
公
費
負
担
し
ま
す
。

受
診
券
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

検
査
を
受
け
ら
れ
た
場
合
や
、

受
診
券
の
枚
数
以
上
に
受
診
さ

れ
た
場
合
な
ど
は
、
別
途
料
金

が
実
費
で
発
生
し
ま
す
。
妊
婦

健
診
に
か
か
る
す
べ
て
の
費
用

を
公
費
負
担
す
る
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
年
度
の
変
わ
り
目
で
、

二
十
年
度
に
旧
受
診
票
を
使
用

さ
れ
た
場
合
は
、
二
十
六
枚
の

受
診
券
に
つ
い
て
重
複
し
た
検

査
分
の
券
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

　
京
都
府
外
の
医
療
機
関
（
豊

岡
病
院
、
日
高
医
療
セ
ン
タ
ー

を
除
く
）
で
受
診
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
受
診
券
綴
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
か
わ
り
に
、

「
妊
婦
健
康
診
査
受
診
券
（
委
託

医
療
機
関
外
）」
を
新
た
に
お
渡

し
し
ま
す
。 

　
い
っ
た
ん
医
療
機
関
窓
口
で

妊
婦
健
診
の
費
用
全
額
を
お
支

払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
そ
の
受
診
券
に
医
療
機

関
の
受
診
証
明
を
も
ら
い
、
市

に
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

助
成
金
額
の
範
囲
内
で
助
成
し

ま
す
。 

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
か
た

は
健
康
推
進
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
な
お
、
助
成
金
の
申
請

期
限
は
、
受
診
さ
れ
た
日
か
ら

一
年
以
内
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
忘
れ
な
く
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
豊
岡
病
院
は
四
月
一
日
か
ら
、

ま
た
日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
は
五

月
一
日
か
ら
、
京
都
府
内
の
医

療
機
関
と
同
様
に
、
受
診
券
綴

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
ま
で
に

受
診
さ
れ
た
妊
婦
健
診
に
つ
い

て
は
、
府
外
の
医
療
機
関
と
し

て
助
成
金
の
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
お
早
め
に
申
請
手
続

き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
今
後
新
た
に
妊
娠
さ

れ
た
か
た
に
つ
い
て
、
妊
婦
健

診
を
初
め
て
受
け
ら
れ
た
と
き

の
費
用
は
、
い
っ
た
ん
医
療
機

関
窓
口
で
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
が
、
後
日
、
そ
の
日
の
領
収

書
と
印
鑑
、
交
付
を
受
け
た
受

診
券
綴
を
医
療
機
関
に
ご
持
参

い
た
だ
き
、
所
定
の
手
続
き
を

し
て
い
た
だ
く
と
、
時
間
は
多

少
か
か
り
ま
す
が
、
受
診
券
綴

の
範
囲
内
で
返
金
さ
れ
ま
す
。 

 

　
受
診
券
は
、
受
診
券
綴
一
ペ

ー
ジ
目
の
「
妊
婦
健
康
診
査
受

診
券
の
利
用
方
法
」
を
よ
く
読

ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　妊婦が出産で死亡する例も少なくありません。自らが望んで、生まれてくる
子どもを楽しみに思える妊娠をしましょう。 

　妊娠初期の流産は15％以上と、非常に多いことが分かってきました。妊娠し
ただけで安易には喜べないのも現状です。また、生まれる直前や生まれてすぐ
に亡くなる赤ちゃんもいます。でもそれはお母さんのせいではありません。不
必要に自分を責めないでください。 

　この世に完全に正常な人間なんていません。誰しも自分の赤ちゃんが完全に正
常だという保証のもと、出産することはできません。どんな赤ちゃんが生まれて
も、親として受け入れてください。 

　価値観や考え方は人それぞれです。産む、産まないなど、大事なことは責任
をもって自分たち夫婦で決めましょう。 

　きちんと初期に超音波で予定日を決めること、ＨＩＶ、Ｂ型肝炎、血液型、
梅毒などの初期検査を受けることは、あなたと赤ちゃんを守るために必要です。
また、産科医不足から、出産できる場所が限られています。安心して出産に臨
める場所を早期に確保しましょう。 

　赤ちゃんは栄養や酸素など、生きて成長するために必要なものを全てお母さ
んに依存しています。体型を気にして、妊娠中にダイエットなんてもってのほか。
赤ちゃんは全ての運命をお母さんに預けていることを忘れないで。 

参考：「LUPOの地球ぶらぶら紀行」（http;//blogs.yahoo.co.jp/mihyon0123/18482021.html） 

赤ちゃんを産み、無事育てるために 
　　　　　　　　　　　～妊娠の心得～ 
赤ちゃんを産み、無事育てるために 
　　　　　　　　　　　～妊娠の心得～ 
赤ちゃんを産み、無事育てるために 
　　　　　　　　　　　～妊娠の心得～ 

こんにちは！ 保健師です 

妊
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健
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診
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券
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府
外
医
療
機
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で
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府
外
医
療
機
関
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て

　
　
　
受
診
に
つ
い
て 

府
外
医
療
機
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て

　
　
　
受
診
に
つ
い
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府
外
医
療
機
関
で
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受
診
に
つ
い
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豊
岡
病
院
お
よ
び

豊
岡
病
院
お
よ
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日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
に

日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
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通
院
中
の
か
た
へ

　
　
通
院
中
の
か
た
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豊
岡
病
院
お
よ
び

豊
岡
病
院
お
よ
び 

日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
に

日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
に 

　
　
通
院
中
の
か
た
へ

　
　
通
院
中
の
か
た
へ 

豊
岡
病
院
お
よ
び 

日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
に 

　
　
通
院
中
の
か
た
へ 

　出産には必ずリスクが伴います。妊娠中には、赤ちゃんの安全と妊婦さん自身の健
康を第一に考えてほしいものです。自分の体のため、元気な赤ちゃんを産み育てるた
め、今一度、自らのことを振り返ってみませんか。 

妊娠の心得 

1. お産は体にとって大きな負担になります。 

2. 妊娠しただけでは喜ばないで。 

3. 授かった赤ちゃんは、大切なあなたの赤ちゃんです。 

4. 大事なことは自分たちで決めましょう。 

6. 全てはおなかの赤ちゃんのために。 

5. かかりつけ医をもちましょう。 
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＝ 

平成21年7月31日まで有効 
（ピンク色） 

平成21年8月1日から有効 
（黄色） 

新しい被保険者証の有効期間は、 
平成21年8月1日から平成22年7月31日までの1年間です。 

●取り扱いの注意事項 
１.  確　認　　交付されたら、氏名や住所などに間違いがないか、確かめましょう。 

２.  再交付　　紛失したり破損したりしたときは、市民局の窓口で再交付の手続きをしましょう。 

３.  返　却　　資格がなくなったらすぐ市民局へ返却しましょう。 

こんなときは届出をしてください 

ご確認ください 

被保険者の保険料 均等割額 
39,520円 

所得割額 
（所得－33万円）×7.27％ ＋ 

 保険料は、加入するみなさんが均等に負担する「均等割額」と、みなさんの所得に応じ
て増減する「所得割額」の合計となります。 
　今年度の保険料は、昨年度の所得と、今年4月1日の世帯状況により決定されます。 

軽減割合 世帯（被保険者および世帯主）の総所得金額など 

9割 

8.5割 

5割 

2割 

「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯のうち、世帯内の被
保険者全員に所得が無い場合 
（年金収入だけの場合は80万円以下） 

「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯 

「基礎控除額（33万円）＋24.5万円×世帯の被保険者数（被
保険者である世帯主を除く）」を超えない世帯 
「基礎控除額（33万円）＋35万円×世帯の被保険者数」を超
えない世帯 

3,952円 

5,928円 

19,760円 

31,616円 

軽減後の均等割額 

　所得の低いかたは、以下の基準によって保険料が減額されます。 

　総所得額が91万円（基礎控除額33万円を差し引いた額が58万円）を超えないかたは、
は、所得割額が5割軽減されます。（年金収入のみのかたは、153万円以上211万円以下） 

　制度に加入する前日まで社会保険の被扶養者だったかたは、所得割額はかからず、均
等割額が9割軽減されます。 

他市町村から転入したとき 

こんなとき 

他市町村へ転出するとき 

死亡したとき 

医療保険の加入資格を失っ 
たとき 

65歳を過ぎて一定程度の障 
害などになったとき 

必要な手続き 

市民局に届けてください。 

被保険者証を添えて市民局に届けてください。 

死亡したかたの親族が、死亡したかたの被保険者証を 
添えて市民局に届けてください。 

生活保護を受けるような場合は、医療保険の加入資格 
を失います。 そのときは被保険者証を添えて保険事業 
課または市民局に届けてください。 

国民年金証書、身体障害者手帳または医師の診断書 
を添えて、 保険事業課または市民局で認定申請をして 
ください。 

いつまでに 

14日以内に（転入届と同時に） 

すみやかに（転出届と同時に） 

死亡してから14日以内に 

すみやかに 

すみやかに 

お
問
い
合
わ
せ
先 

　
保
険
事
業
課（
蕁
六
九
ー
〇
二
二
〇
） 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
さ
れ
て
い
る
か
た
（
七
十
五

歳
以
上
の
か
た
お
よ
び
六
十
五

歳
以
上
で
一
定
の
障
害
の
あ
る

か
た
）
の
被
保
険
者
証
を
更
新

し
ま
す
。 

　
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
被
保

険
者
証
（
ピ
ン
ク
色
）
の
有
効

期
限
は
七
月
三
十
一
日
で
す
。

八
月
以
降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。 

　
八
月
一
日
か
ら
有
効
な
被
保

険
者
証
（
黄
色
）
は
、
七
月
中

に
被
保
険
者
の
か
た
へ
送
付
し

ま
す
。
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付

し
ま
す
の
で
、
受
け
取
り
を
お

願
い
し
ま
す
。 

　
保
険
料
を
年
金
か
ら
の
引
き

落
と
し
で
納
付
（
特
別
徴
収
）

さ
れ
て
い
る
か
た
、
ま
た
は
今

後
そ
う
さ
れ
る
か
た
は
、
希
望

に
よ
り
、
口
座
振
替
で
納
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。 

　
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
金
融

機
関
で
保
険
料
の
口
座
振
替
の

手
続
き
を
し
た
あ
と
、
市
役
所

の
市
民
局
窓
口
で
「
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
納
付
方
法
変
更

申
出
」
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
お
お
む
ね
三
か
月
後
に

年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
が
な

く
な
り
、
口
座
振
替
に
切
り
替

わ
り
ま
す
。 

※
被
保
険
者
の
世
帯
主
ま
た
は

　
配
偶
者
が
、
口
座
振
替
に
よ

　
り
被
保
険
者
の
保
険
料
を
支

　
払
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ

　
の
場
合
、
所
得
の
社
会
保
険

　
料
控
除
は
口
座
振
替
に
よ
り

　
支
払
っ
た
か
た
に
適
用
さ
れ

　
ま
す
。 

　
七
月
中
旬
、
被
保
険
者
の
か

た
全
員
に
、
平
成
二
十
一
年
度

の
保
険
料
の
決
定
通
知
を
送
付

し
ま
す
。
ご
自
身
の
保
険
料
の

金
額
、
納
付
方
法
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 

 
保
険
料
を
年
金
か
ら
の
引
き

落
と
し
で
な
く
、
納
付
書
で
納

め
ら
れ
て
い
る
か
た
は
、
口
座

振
替
が
便
利
で
す
。
納
め
忘
れ

を
な
く
す
た
め
に
も
、
口
座
振

替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

  

保
険
料
は
、
医
療
費
の
大
切

な
財
源
で
す
。 

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
さ
れ
て
い
る
か
た
全
員
に
、

保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
大
切
な
医
療
費
の
財

源
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
納

め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。 

 

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
保
険
料
の
減
免
や
徴
収

猶
予
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
災
害
な
ど
特
別
な
理
由
も
な

く
保
険
料
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、

一
年
間
有
効
の
通
常
の
被
保
険

者
証
で
は
な
く
、
有
効
期
間
の

短
い
被
保
険
者
証
（
六
か
月
、

一
か
月
）
を
交
付
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
被
保
険
者

証
を
郵
送
で
お
手
元
に
お
届
け

す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

平
成
二
十
一
年
八
月
か
ら 

　
　
　
被
保
険
者
証
を
更
新
し
ま
す 

平
成
二
十
一
年
四
月
か
ら 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す 

後期高齢者医療制度のお知らせ 後期高齢者医療制度のお知らせ 

☆
保
険
料
の
納
め
方
の 

　
　
　
変
更
が
で
き
ま
す 

～75歳以上のかた、および 
　一定の障害があると認定された65歳以上のかたへ～ 

☆保険料の決まり方 

☆保険料の減額措置 

■均等割額の軽減基準（赤字の項目は今年度から新しく設けられた基準です） 

■所得割額の軽減基準 

■被扶養者だったかたの軽減措置 
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日常生活 
圏域 

峰　山 

グループホームもみじ （介護予防）認知症対応型共同生活介護 9人 
（蕁 69-5300） 

はごろも苑ないきの家 （介護予防）小規模多機能型居宅介護 25人 
（蕁 62-8018） 

大　宮 

あけぼの荘 （介護予防）小規模多機能型居宅介護 25人 
（蕁 68-1580） 

おおみや苑あけだの家 （介護予防）小規模多機能型居宅介護 24人 
（蕁 68-1095） 

グループホームおおみや （介護予防）認知症対応型共同生活介護 9人 
（蕁 64-5755） 

網　野 

ふれあいホーム下岡の家 （介護予防）小規模多機能型居宅介護 24人 
（蕁 72-1515） 

ふれあいホームあみの （介護予防）小規模多機能型居宅介護 24人 
（蕁 72-5550） 

グループホームあみの （介護予防）認知症対応型共同生活介護 9人 （蕁 72-5550） 

丹　後 

高齢者グループホームいわきの里 （介護予防）認知症対応型共同生活介護 9人 
（蕁 75-2339） 

小規模多機能施設いわきの里 （介護予防）小規模多機能型居宅介護 20人 
（蕁 75-2339） 

いわきの里デイサービスセンター （介護予防）認知症対応型通所介護【共用型】 3人 
（蕁 75-2339） 

小規模多機能施設間人あきばの里 （介護予防）小規模多機能型居宅介護 24人 
（蕁 75-0407） 

弥　栄 

デイサービス満寿園 （介護予防）認知症対応型通所介護 12人 
（蕁 65-2558） 

グループホームかえで （介護予防）認知症対応型共同生活介護 18人 
（蕁 65-4111） 

はなまるデイサービス （介護予防）認知症対応型通所介護 12人 
（蕁 65-2088） 

久美浜 

グループホームいきがい （介護予防）認知症対応型共同生活介護 9人 
（蕁 83-2114） 

小規模多機能型居宅介護施設川上ふれあいの家 （介護予防）小規模多機能型居宅介護 25人 
（蕁 85-0345） 

小規模多機能型居宅介護施設田村ゆうゆうの里 （介護予防）小規模多機能型居宅介護 25人 
（蕁 83-2011） 

事　業　所　名 サ ー ビ ス の 種 類 定 員 

休止
中 

※サービス利用料は介護報酬額の1割ですが、認知症対応型共同生活介護（グループホーム）は、事業所により家賃等が別途必要になります。 

『地域包括支援センター』は、高齢者のかたが住み慣れた地域で 
　　　　　　　　　　　　安心して生活するための相談・支援を行っています。 

　地域包括支援センターは、福祉事務所の長寿福祉課内にあるほか、峰山を除く各市民局に分室を設置しています。 
また、地域包括支援センターの協力機関として、在宅介護支援センターでも相談対応を行っています。 

在宅介護支援センターはごろも苑　（蕁62-7001） 
おおみや苑在宅介護支援センター　（蕁68-1530） 
丹後園在宅介護支援センター　　　（蕁74-0174） 
在宅介護支援センターいちがお園　（蕁75-2500） 
佐濃在宅介護支援センター　　　　（蕁84-9033） 

②認知症対応型通所介護 

④認知症対応型共同生活介護 

⑤地域密着型 
　特定施設入居者生活介護 

⑥地域密着型 
　介護老人福祉施設入所者生活介護 

夜間の定期巡回や通報による訪問介護 

認知症高齢者の特性に配慮したデイサービス 

通い（デイサービス）・訪問（居宅への訪問介護）・泊り（短期 
間宿泊）を1事業所で提供 

小規模の介護専用型特定施設への入居 

小規模の特別養護老人ホームへの入所 

認知症高齢者グループホームへの入居 

①夜間対応型訪問介護 

③小規模多機能型居宅介護 

 

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
は
、

認
知
症
の
利
用
者
が
、
で
き
る
だ

け
居
宅
で
能
力
に
応
じ
自
立
し
た

日
常
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
、
通

所
施
設
に
通
い
、
入
浴
・
排
せ
つ
・

食
事
な
ど
の
介
護
、
生
活
相
談
な

ど
の
日
常
生
活
上
の
世
話
、
機
能

訓
練
を
行
う
こ
と
で
、
利
用
者
の

社
会
的
孤
立
感
の
解
消
と
心
身
の

機
能
の
維
持
、
家
族
の
身
体
的
・

精
神
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
も
の

で
す
。 

 

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

は
、
認
知
症
の
高
齢
者
に
対
し
て
、

共
同
生
活
住
居
で
、
家
庭
的
な
環

境
と
地
域
住
民
と
の
交
流
の
下
、

入
浴
・
排
せ
つ
・
食
事
の
介
護
な

ど
の
日
常
生
活
上
の
世
話
と
機
能

訓
練
を
行
い
、
能
力
に
応
じ
自
立

し
た
日
常
生
活
を
営
め
る
よ
う
に

す
る
も
の
で
す
。 

上
で
紹
介
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、

京
丹
後
市
内
の
事
業
所
で
は
、 

②
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護 

③
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護 

④
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護 

の
三
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。 

 

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
は
、

居
宅
へ
の
訪
問
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
所
へ
の
通
所
や
短
期
間
宿
泊

に
よ
り
、
入
浴
・
排
せ
つ
・
食
事

な
ど
の
介
護
、
機
能
訓
練
を
行
い
、

能
力
に
応
じ
居
宅
で
自
立
し
た
日

常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
も
の
で
す
。
登
録
さ
れ

た
利
用
者
を
対
象
に
、
通
い
を
中

心
と
し
て
、
利
用
者
の
様
態
や
希

望
に
応
じ
て
、
随
時
訪
問
や
宿
泊

を
組
み
合
わ
せ
て
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
で
居
宅
に
お
け
る
生

活
の
継
続
を
支
援
し
ま
す
。 

峰山センター（長寿福祉課内）（蕁 69-0330） 
大 宮 分 室（蕁 69-0712） 
網 野 分 室（蕁 69-0713） 
丹 後 分 室（蕁 69-0714） 
弥 栄 分 室（蕁 69-0715） 
久美浜分室（蕁 69-0716） 

介護保険の地域密着型サービス 介護保険の地域密着型サービス 介護保険の地域密着型サービス 
介護保険サービスでは、平成18年4月から住み慣れた地域での生活を
支えるため「地域密着型サービス」が創設されました。 

 地域密着型サービスとは、高齢者が要介護状態となっても、可能な限り住み
慣れた自宅や地域で生活を継続できるように、要介護者の日常生活圏域内にサ
ービス提供の拠点をおき、24時間体制でその地域での生活を支えるものです。 

☆地域密着型サービスには、以下のようなものがあります。 

地域密着型サービスを提供している市内の事業所 

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護 

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護 

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護 
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光
フ
ァ
イ
バ
の
架
設
工
事 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
非
対
応
の
テ
レ
ビ 

で
ご
覧
に
な
る
場
合
は
、 「
デ
ジ
タ
ル 

チ
ュ
ー
ナ
ー
」 

な
ど
が
必
要
で
す 

UHFアンテナ 

同
軸
ケ
ー
ブ
ル 

　テレビの地デジ（地上デジタルテレビ放送）対応やアンテナ交換などを口実とした詐欺が
発生しています。身におぼえのない工事や代金請求にはご注意ください。 
　地デジ対応で、国・市・テレビ局、その関係機関がお金を請求することは一切ありません。 
　架空請求や詐欺にあった場合は、警察署や消費生活センターなどへご相談ください。 

　
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
平
成
二
十
三
年
七
月

二
十
四
日
ま
で
に
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
」
に

完
全
移
行
さ
れ
ま
す
。
平
成
十
五
年
十
二
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
は
、
市
内
で
は

峰
山
中
継
局
と
久
美
浜
中
継
局
に
お
い
て
送
信
中
で
す
。 

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
ご
覧
に
な
る
た
め
に

は
、
次
の
改
修
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

　従来のUHFアンテナで通常は受信でき
ますが、交換が必要な場合もあります。 
 

※詳しくは、電気店などへご相談ください。 

　基本的には「同軸ケーブル」での対応
が可能ですが、配線されている線の種類な
どによっては、改修が必要です。 
 

　現在お持ちのアナログテレビに、デジタルチュー
ナーまたは、デジタルチューナー内蔵録画機などを
取りつけるか、地上デジタル放送対応テレビに買い
替えることにより受信が可能です。 
 

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
ご
覧
に
な
る
に
は
、

各
ご
家
庭
の
受
信
方
法
な
ど
に
よ
り
改
修
の
内
容
が
異

な
り
ま
す
。 

　
現
在
、
市
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
視
聴
も
可
能
な

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
民
間
提
供
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
の
通

信
網
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
場
合
、
屋
外
設
備
の
工
事
は
市
が
行
い
ま
す
が
、

宅
内
配
線
や
テ
レ
ビ
受
信
機
に
つ
い
て
の
改
修
が
不
要

に
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

フレッツ 光ネクスト 
（ファミリータイプ） 

フレッツ・光プレミアム 
（ファミリータイプ） 

信頼性 将来性 

セキュリティ 高品質 

市内で提供される 
光インターネットサービスを変更 

　
市
内
で
提
供
さ
れ
る
「
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
で
ご
案
内
し
て
い
ま
し
た
「
フ
レ
ッ
ツ
・
光
プ
レ
ミ
ア
ム
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
イ
プ
）」

を
、「
フ
レ
ッ
ツ 

光
ネ
ク
ス
ト
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
イ
プ
）」
に
変
更
し
ま
す
。 

「京丹後市ブロードバンド 
　ネットワークサービス」に 
　　　　　関するお問い合わせ先 

情報政策課（蕁 69-0130） 

　「
フ
レ
ッ
ツ 

光
ネ
ク
ス
ト
（
フ
ァ
ミ
リ
ー

タ
イ
プ
）」
は
、「
フ
レ
ッ
ツ
・
光
プ
レ
ミ
ア

ム
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
イ
プ
）
」
と
同
じ
料
金

で
、「
将
来
性
」・「
品
質
」・「
信
頼
性
」・「
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
（
安
全
性
）」
が
向
上
し
て
い

る
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
で
す
。 

　
五
月
末
現
在
、
京
都
府
下
で
利
用
で
き
る

地
域
は
、
京
都
市
、
宇
治
市
、
向
日
市
、
久

御
山
町
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
京
丹
後

市
も
い
ち
早
く
、
十
二
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
提

供
地
域
と
な
り
ま
す
。 

       

　
京
丹
後
市
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
サ
ー
ビ
ス
は
、
五
月
末
現
在
で
、
約
一
万

件
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
引
き
続
き
第
二
次
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご
希
望
の
か

た
は
、
情
報
政
策
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
ま
た
事
前
申
込
書
は
、
各
市
民
局
に
あ

り
ま
す
。 

　
今
後
、
光
フ
ァ
イ
バ
の
引
き
込
み
工
事
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
引
き
込
み
工
事
の
前
に

は
、
事
前
に
調
査
員
が
訪
問
し
、
引
き
込
み

位
置
や
屋
外
機
器
の
設
置
場
所
の
確
認
な
ど

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
光
フ
ァ
イ
バ
を
電
柱
に
設
置
す
る

際
、
同
意
を
い
た
だ
く
た
め
に
調
査
員
が
訪

問
す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。
（
調
査
員
は

従
事
者
証
を
携
帯
し
て
お
り
ま
す
） 

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

あと２年 あと２年 完全移行 完全移行 まで です 

京丹後市ブロードバンド 
ネットワークサービス 

光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を 

へ
変
更
し
ま
す 

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス 

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス 

第
二
次
申
し
込
み
を 

　
受
け
付
け
て
い
ま
す 

今
後
の
工
事
予
定 

変更 

料金に変更は 
ありません 

フ
レ
ッ
ツ

フ
レ
ッ
ツ 

光
ネ
ク
ス
ト

光
ネ
ク
ス
ト 

フ
レ
ッ
ツ 

光
ネ
ク
ス
ト 

屋外設備 屋外設備 

宅内配線 宅内配線 
テレビ受信機 テレビ受信機 

アンテナ交換などを口実とした 

にご注意ください 『詐欺』 

このような設備が 
必要となります 

地上デジタルテレビ放送 地上デジタルテレビ放送 
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　ご意見箱へお寄せいただくご

意見には、お名前などの個人が

特定できる部分やプライバシー

に関わる部分を除き、すべてお

答えすることとし、お名前や連

絡先をご記入いただいているか

たにつきましては、直接お答え

もさせていただいています。一

方、お名前や住所などの連絡先

の記入のないものにつきまして

は、市のホームページおよび広

報紙でお答えすることとしてい

ます。 

　ホームページには、個人情報

に関するものを除き、随時掲載

していますが、広報紙は月に１

回の発行であり、どうしてもお

答えを掲載するのに時間がかか

ってしまいます。また、広報紙

では紙面が限られているためご

意見やお答えを一部割愛して掲

載することとなります。 

　これまで、お名前や連絡先な

どが記されていたご意見では、

ご意見の内容を確認させていた

だき、できる限り正確でていね

いな回答をお返しするように努

めています。お名前や連絡先な

どが記されていないご意見につ

きましては、再質問的に何度も

いただいているご意見もありま

す。正確な回答をできるだけ速

やかにお返しするために、住所

をはじめ、お名前・連絡先など

をぜひご記入ください。 

「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 
「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 
「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 

改善されたカーブミラー 

景勝立岩周辺での清掃活動 

子どもたちの安全を見守る 
　　　　　　　「にこにこカー」 

       

　 

  

　
大
宮
町
善
王
寺
に
あ
る
小
溝
線
と
姫
御
前

線
の
Ｔ
字
交
差
点
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
、
口

大
野
側
か
ら
来
る
車
両
の
確
認
が
で
き
ま
せ

ん
。
以
前
は
こ
ん
な
こ
と
が
な
か
っ
た
と
思

う
の
で
す
が
、
ミ
ラ
ー
の
取
り
付
け
角
度
か

電
柱
の
位
置
な
ど
に
変
化
が
あ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。 

　
現
在
は
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
電
柱
が
映
っ

て
い
ま
す
。 

　
安
全
対
策
の
ミ
ラ
ー
な
の
で
改
善
し
て
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
市
内
　
男
性
】 

      

　
ご
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
善
王
寺
地
内
に
設

置
し
て
い
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
つ
い
て
、
現

地
に
行
き
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
隣
接
す
る
交

通
案
内
看
板
の
支
柱
が
映
っ
て
い
る
た
め
、

本
来
の
設
置
目
的
を
十
分
に
果
た
し
て
い
な

い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
設

置
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
原
因
は
特
定
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
場
で
ミ
ラ
ー
の

角
度
調
整
を
行
い
ま
し
た
。
長
ら
く
ご
不
便

を
お
か
け
し
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
今
後
と
も
、
安
全
・
安
心
な
道
路
の
維
持

に
い
っ
そ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
交

通
安
全
に
対
す
る
取
り
組
み
に
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
市
民
協
働
課
】 

              

   

　
四
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
た
立
岩
周
辺
の

ご
み
清
掃
活
動
に
参
加
し
て
、
考
え
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
市
職
員
の
か
た
か
ら
「
分
別
を
せ
ず
に
ご

み
を
収
集
し
て
く
だ
さ
い
」
と
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
何
度
聞
い
て
も
「
分
別
を
し
な
く

て
よ
い
」
と
指
示
を
受
け
ま
し
た
。 

　
私
た
ち
は
、
清
掃
活
動
を
行
う
と
き
に
、

分
別
を
し
な
が
ら
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
清

掃
活
動
も
当
然
分
別
す
る
も
の
だ
と
思
っ
て

い
た
の
で
驚
い
て
ま
す
。
今
回
集
め
ら
れ
た

ご
み
の
処
理
が
と
て
も
気
に
な
り
ま
す
。
多

少
た
い
へ
ん
で
も
「
分
別
を
す
る
」
と
指
示

を
す
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

く
れ
ぐ
れ
も
処
理
に
当
た
っ
て
は
、
燃
え
る

も
の
、
燃
え
な
い
も
の
な
ど
の
分
別
は
し
て

く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
市
内
　
女
性
】 

      

　
海
岸
へ
流
れ
着
い
た
ご
み
に
つ
い
て
は
、

容
器
内
に
入
っ
て
い
た
も
の
が
判
別
で
き
て

リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
家
庭
で
出
た
ご
み
と
違

い
、
海
外
か
ら
流
れ
つ
い
た
も
の
、
内
容
物

が
判
別
で
き
な
い
液
体
な
ど
が
残
っ
て
い
る

状
態
の
も
の
な
ど
が
あ
り
、
安
全
性
が
確
認

で
き
な
い
も
の
、
原
材
料
が
確
認
で
き
な
い

も
の
が
多
く
あ
り
、
処
理
に
苦
慮
し
て
い
る

の
が
実
態
で
す
。 

　
ま
た
、
海
岸
に
流
れ
つ
い
た
材
木
な
ど
に

つ
い
て
は
、
塩
分
を
含
み
砂
も
付
着
し
て
い

る
た
め
、
可
燃
処
理
施
設
へ
の
持
ち
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
ご
み
は
、
埋
め

立
て
ご
み
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、
当
日
、
現
地
で
十
分
な
ご
説
明
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。 

　
日
常
生
活
で
発
生
し
た
ご
み
に
つ
い
て
は
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
分
別
を
行
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
海
浜
清
掃
に
お
け

る
ご
み
に
つ
い
て
は
、
安
全
に
処
理
を
行
う

た
め
、
埋
め
立
て
ご
み
と
し
て
処
理
を
し
ま

す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
観
光
振
興
課
】 

              

   

　
浄
化
槽
清
掃
費
に
つ
い
て
、
現
在
十
人
槽

を
四
人
で
使
用
し
て
い
て
、
一
回
の
清
掃
費

は
三
万
六
千
円
で
す
。
あ
ま
り
に
も
金
額
が

高
い
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
こ

に
お
伺
い
し
た
ら
よ
い
で
す
か
。 

　
ま
た
、
汲
み
取
り
の
メ
ー
タ
ー
も
な
ぜ
高

い
の
で
す
か
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
無
記
名
】 

      

　
浄
化
槽
に
は
、
単
独
処
理
浄
化
槽
（
ト
イ

レ
の
浄
化
の
み
）
と
合
併
処
理
浄
化
槽
（
ト

イ
レ
か
ら
の
排
水
を
含
む
生
活
排
水
の
浄
化
）

が
あ
り
、
浄
化
槽
で
処
理
さ
れ
た
水
は
水
路

な
ど
へ
放
流
さ
れ
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
、
浄
化
槽
法
に
基
づ
き
、
年
一

回
以
上
の
清
掃
（
汚
泥
の
引
抜
）
お
よ
び
年

三
回
以
上
の
保
守
点
検
を
行
う
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
ご
指
摘
の
ご
家
族
の
浄
化
槽
は
、
人
槽
と

清
掃
費
の
金
額
か
ら
単
独
処
理
浄
化
槽
と
思

わ
れ
ま
す
。
資
格
お
よ
び
技
術
を
も
っ
た
作

業
員
に
よ
る
業
務
と
な
る
た
め
、
こ
の
よ
う

な
金
額
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
清
掃
を
任
さ
れ
て
い
る
業
者
へ
作
業
内

容
の
明
細
や
金
額
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け

て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
な
お
、
浄
化
槽
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
単

独
処
理
浄
化
槽
の
新
設
は
、
平
成
十
三
年
四

月
一
日
以
降
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
汲
み
取
り
料
金
に
つ
い
て
で
す
が
、

四
人
の
ご
家
庭
の
一
般
的
な
し
尿
の
汲
み
取

り
料
金
は
、
普
通
便
所
で
年
間
一
万
六
千
円
、

簡
易
水
洗
便
所
で
三
万
四
千
円
程
度
を
要
し

て
い
ま
す
。 

　
き
れ
い
な
水
を
守
る
た
め
、
浄
化
槽
を
設

置
さ
れ
て
い
る
か
た
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

　
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
下
水
道

整
備
課
（
蕁
六
九
ー
〇
五
五
〇
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
下
水
道
整
備
課
】 

     

　 

  

　「
に
こ
に
こ
カ
ー
」
が
朝
早
く
か
ら
音
楽

を
鳴
ら
し
な
が
ら
走
行
し
て
う
る
さ
い
の
で

や
め
て
ほ
し
い
で
す
。
音
楽
の
み
な
の
で
何

の
宣
伝
に
も
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
無

意
味
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
市
内
　
女
性
】 

      

　「
に
こ
に
こ
カ
ー
」
は
、
市
内
の
複
数
企

業
か
ら
「
子
ど
も
を
守
る
活
動
に
」
と
の
趣

旨
で
い
た
だ
い
た
寄
付
に
よ
り
配
置
し
、
子

ど
も
た
ち
の
登
下
校
な
ど
の
安
全
を
見
守
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
・
地
域
・
学
校
・

行
政
が
互
い
に
、
愛
す
る
子
ど
も
た
ち
の
成

長
や
安
全
を
見
守
ろ
う
と
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
込
め
、
見
守
り
活
動
時
に
音
楽
を
鳴
ら
し

な
が
ら
地
域
を
巡
回
し
て
い
る
と
ろ
で
す
。 

　
早
朝
か
ら
の
音
楽
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
こ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
自
体
が
、
子
ど

も
た
ち
の
登
下
校
の
安
全
を
見
守
る
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
定
着
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
今
後
と
も
同
様
の
運
用
で
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
の
見
守
り
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、「
に
こ
に
こ
カ
ー
」
に

対
す
る
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
学
校
教
育
課
】 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な
ど

を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。 

現
地
確
認
を
行
い
ミ
ラ
ー
の
角

度
調
整
を
行
い
ま
し
た
。
長
ら

く
ご
不
便
を
お
か
け
し
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

海
浜
清
掃
に
お
け
る
ご
み
に
つ

い
て
は
、
安
全
に
処
理
す
る
た

め
埋
め
立
て
ご
み
と
し
て
処
理

し
ま
す
。 

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
改
善
に
つ
い
て 

立
岩
周
辺
の
清
掃
活
動
に
つ
い
て 

Ｑ 

Ｑ 

AA

A
清
掃
費
用
に
つ
い
て
は
、
業
者

へ
ご
確
認
い
た
だ
く
こ
と
を
お

勧
め
い
た
し
ま
す
。 

浄
化
槽
清
掃
費
に
つ
い
て 

Ｑ 

Ｑ 

A

メ
ロ
デ
ィ
自
体
が
、
子
ど
も
た

ち
の
登
下
校
の
安
全
を
見
守
っ

て
い
る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
定
着

し
て
い
ま
す
。 

「
に
こ
に
こ
カ
ー
」
の 

　
　
　
　
　
音
楽
に
つ
い
て 

あ
な
た
の
声
を
市
政
に 

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 
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神
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ま
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大宮第三 
小学校 

明田 

森本 

延利 

与謝野町 

久住 

高森神社 

大宮町 

高森神社位置図 
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※休館日は、７月 10日以降から次号発行日の
８月10日までを掲載しています。 

7月の休館日 
13日（月） ・ 21日（火） ・ 27日（月） 

3日（月） ・ 4日（火） ・ 10日（月） 

8月の休館日 

　図書館は、学校などの夏季休業日に合わせて、
7月22日（水）（7月21日は祝日の振替休館日）か
ら8月28日（金）までの間、通常より１時間早い午
前9時から開館します。 
　夏休みの宿題の工作や調べものなどの資料探
しの応援もします。お気軽に声をおかけください。 

　丹後図書室では、4月 29 日に『えほんのへや　ミ
ニおはなし会』を開催しました。大型絵本「とんとん
とん」・「えらいえらい」の読み聞かせや、パネルシア
ター「三びきのやぎとトロルのおはなし」・「チューリ
ップ」・「まんまるちゃん」などを実施。親子約 20人
の参加があり、みんながよく知っている歌を一緒に歌
うなど、楽しいひとときを過ごしました。 

　弥栄図書室では５月16日、ボランティアグループ「虹
色のたね」のみなさんとともに、「おたのしみ会」を
開催しました。手あそび、大型絵本の読み聞かせ、
小道具を使ったおはなしなど盛りだくさんの内容に、
参加された親子約 50人のみなさんが楽しい時間を過
ごされました。また、その後の工作で、一生懸命つ
くった作品をうれしそうに持って帰られました。 

　「アグリセンター大宮」の１階（大宮町口大野・大宮
中学校付近）で、とても来館しやすい場所にあります。
児童書を多くとりそろえており、小さなお子さんから
高齢者のかたまで幅広く利用されています。 
　毎月第２土曜日には、絵本コーナーでボランティア
のみなさんによる読み聞かせ「ちっちゃなおてて」や、
年２回（夏・冬）のおはなし会を開催しています。 
　市民のみなさんに気軽にご利用いただき、親しんで
いただける図書室をめざしています。 

○資 料 数　2万4,821点（3月31日現在） 

○閲覧席数　12席 

○施　　設　アグリセンター大宮１階（大宮町口大野） 
　　　　　　専用延床面積129.8㎡ 

○資 料 数　2万4,821点（3月31日現在） 

○閲覧席数　12席 

○施　　設　アグリセンター大宮１階（大宮町口大野） 
　　　　　　専用延床面積129.8㎡ 

大宮図書室 大宮図書室 大宮図書室 

………………………………………………………………………………………… 

 

　
高
森
神
社
の
所
在
す
る
大
宮
町
延
利
は
、

長
禄
三
年
（
一
四
五
九
年
）
の
『
丹
後
国

惣
田
数
帳
（
た
ん
ご
の
く
に
そ
う
で
ん
す

う
ち
ょ
う
）
』
に
「
延
利
保
」
と
記
さ
れ

る
古
い
地
名
で
す
。 

　
神
社
に
伝
わ
る
二
体
の
こ
ま
犬
は
、
石

で
つ
く
ら
れ
た
高
さ
二
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
お
よ
び
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
小
型

の
も
の
で
す
。
背
の
部
分
に
「
高
森
大
明

神
　
文
和
四
年
己
未
五
月
七
日
」
と
い
う

銘
文
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
一
三
五
五
年
に

つ
く
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

　
こ
の
こ
ま
犬
は
、
額
が
狭
く
扁
平
な
顔

で
、
前
足
に
は
筋
肉
が
刻
ま
れ
、
三
又
の

尾
を
持
つ
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
特
徴
を
も
つ
こ
ま
犬
は
、
室
町
時
代
の

丹
後
地
域
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
高
森
神
社
の
こ
ま
犬
は
、

つ
く
ら
れ
た
年
代
が
わ
か
る
資
料
と
し
て

貴
重
な
も
の
で
、
こ
の
点
が
評
価
さ
れ
、

昭
和
六
十
年
七
月
一
日
付
で
大
宮
町
指
定

文
化
財
（
彫
刻
）
に
指
定
。
京
丹
後
市
発

足
と
同
時
に
京
丹
後
市
指
定
文
化
財
と
し

て
い
ま
す
。 

　
な
お
境
内
の
延
利
神
社
に
は
、
高
さ
二

六
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
お
よ
び
三
〇
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
石
で
つ
く
ら
れ
た
小
型

の
こ
ま
犬
二
体
が
残
さ
れ
て
お
り
、
天
正

二
年
（
一
五
七
四
年
）
の
銘
が
あ
り
ま
す
。

こ
ち
ら
は
、
大
き
な
口
に
む
き
出
し
た
歯

を
表
現
し
て
い
ま
す
。
こ
の
特
徴
を
持
つ

こ
ま
犬
は
、
舞
鶴
市
を
中
心
に
若
狭
に
か

け
て
分
布
す
る
型
式
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
小
型
の
こ
ま
犬
は
、
神
社
の

本
殿
に
置
か
れ
た
タ
イ
プ
の
も
の
で
す
。

現
在
、
神
社
で
見
ら
れ
る
大
型
の
こ
ま
犬

は
、
建
物
か
ら
離
れ
た
土
台
の
上
に
据
え

ら
れ
て
い
る
場
合
が
大
半
で
す
。
こ
れ
ら

は
十
八
世
紀
以
降
に
出
雲
地
域
か
ら
入
っ

て
き
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
神
社

へ
行
か
れ
た
と
き
に
は
、
こ
の
点
を
踏
ま

え
て
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

※このほか、峰山図書館では4月25日に、あみの図書館 
　では5月4日に開催しました。 

「えほんのへや  ミニおはなし会」 
丹後図書室 

この宝くじの収益金は、市町この宝くじの収益金は、市町

村の明るく住みよいまちづく村の明るく住みよいまちづく

りに使われます 

この宝くじの収益金は、市町

村の明るく住みよいまちづく

りに使われます 

◎　1　 等 
◎　2　 等 
◎発売期間 
◎発売場所 
◎抽 選 日 

2億円×39本（前後賞  各 5,000万円） 
1億円×39本 
7月 13日（月）～7月31日（金） 
全国の宝くじ売り場 
8月11日（火） 

京
丹
後
市
の
文
化
財  

四
五 

京
丹
後
市
の
文
化
財  

四
五 

大
宮
町

大
宮
町 

延
　
利

延
　
利 

大
宮
町

大
宮
町 

延
　
利

延
　
利 

大
宮
町 

延
　
利 

市立図書館　ご案内 市立図書館　ご案内 

市立図書館のご紹介 

た
か
も
り
じ
ん
じ
ゃ 

高
森
神
社

高
森
神
社 

高
森
神
社

高
森
神
社 

高
森
神
社 

こ
ま
犬

こ
ま
犬 

こ
ま
犬

こ
ま
犬 

こ
ま
犬 

9時から開館します 

「子ども読書の日（4月23日）」にちなみ 「子ども読書の日（4月23日）」にちなみ 
おはなし会などを開催 おはなし会などを開催 

「春のお楽しみ会」 弥栄図書室 

学校などの夏季休業日期間 

サマージャンボ宝くじ発売 サマージャンボ宝くじ発売 サマージャンボ宝くじ発売 
１等前後賞あわせて３億円 １等前後賞あわせて３億円 

午前 

図書館は全館 
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　男　　30,082人（－24） 
　女　　32,089人（－ 6 ） 
　計　　62,171人（－30） 
世帯数　22,151世帯（＋17） 
（6月1日現在・（ ）内は前月比） 
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たんごモーニングサンド！ 
　　　　　出演：宮 川  優 
ニュース・京丹後市からのお知らせ・交通情報 
　　　　 〈みんなDEレポート〉 
おしえて!!Wikipedia!!・丹後は１つプロジェクト わん♪・たんごワクワク街NAVI

どうようひろば 

なちメロなんです 
1980～90年代の音楽を中心にお届けします 

演歌、懐かしの歌謡曲を中心にお届けします 

出演：DJ P-NUTZ、2co1、アンchan

ジャズナンバーを 
中心にお届けします 

邦楽・洋楽を織り交ぜてお届けします 

放送終了 

どうよう 
　　ひろば 

どうようひろば 

演歌、懐かしの歌謡曲を中心にお届けします 
歌謡百彩 

歌謡百彩 

歌謡百彩 
歌謡百彩 

ヘッドラインニュース 

ヒーリング・シンフォニー 
ヒーリング・シンフォニー 

ヘッドラインニュース 

Crossover  State
Crossover 
State

Crossover 
Statemusic entertainment ラジP！ 

ロックナンバーを中心にお届けします 
Push Up Rocks

クラブミュージックを中心にお届けします 
CLUB FREEK @ TANGO

A&B Music 
出演 ： ヒビキ、K

Ani Lover  
～アニラバ～ 
出演：佐伯南智 

Session794

京丹後市からのお知らせ 

京丹後市からのお知らせ 

絵本でお昼寝 絵本でお昼寝 Afternoon 
J-pop

イブニング－Ｊ イブニング－Ｊ イブニング－Ｊ K's Factory 
出演：K

たんぽぽの気分で 
おしゃべり 

出演 ： たんぽぽ 

たんぽぽの気分で 
おしゃべり 

出演：たんぽぽ 

1960～80年代の音楽を中心にお届けします 
花子のはなまるそんぐぅ～ 

なちメロ 
　なんです 

Morning 
Around the Music

 Music 
Jam Mart

たんご 
ウィークリー 
サンド!
翼の京丹後 

ミュージックハーモニー 
出演：翼良、池内晴子 

Morning 
Classic

月 火 水 木 金 土 日 

生放送の番組 

収録放送の番組 

※放送内容は、変更される場合があります。 

79.4ＭＨＺ ＦＭたんご 週間番組表 周波数 


